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通
学
区
域
自
由
化
の
概
要

　
三
次
市
立
中
学
校
へ
入
学
す
る

場
合
、こ
れ
ま
で
は
住
所
に
よ
り
、

入
学
す
る
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
は
通
学
区
域

の
自
由
化
に
よ
り
、
保
護
者
及
び

児
童
生
徒
が
各
学
校
の
特
色
を
理

解
し
、
希
望
す
る
学
校
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
各

学
校
の
受
け
入
れ
可
能
な
範
囲
で

す
。）

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
通
学
区
域

制
度
は
維
持
し
ま
す
の
で
、
指
定

さ
れ
て
い
る
学
校
へ
入
学
す
る
場

合
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
指
定
さ
れ
た
通
学
区
域
以
外
の

学
校
を
希
望
す
る
場
合
の
み
、
教

育
委
員
会
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
入
学
し
た

学
校
へ
は
、
原
則
と
し
て
卒
業
す

る
ま
で
通
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
慎
重
に
学
校
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童
生
徒

○
平
成
17
年
度
に
入
学
す
る
中
学

校
の
新
１
年
生

○
現
在
、
三
次
市
立
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
１
年
生
・
２
年
生

選
択
の
範
囲

　
各
学
校
の
受
け
入
れ
可
能
な
範

囲
で
、
市
内
全
域
か
ら
選
択
で
き

ま
す
。
　

　
ま
た
、
選
択
で
き
る
の
は
１
校

の
み
で
す
。

平
成
17
年
度
か
ら

市
立
中
学
校
の

通
学
区
域
を
選
べ
ま
す

　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
市
内
中
学
校
の
通

学
区
域
を
自
由
化
し
、保
護
者
・
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
選
択
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
促
進

し
、
学
校
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

中
学
校
の
通
学
区

　
住
所
に
よ
り
入
学
す
る
学
校
が

決
め
ら
れ
て
い
る
学
校
・
通
学
区

域
で
す
。

　
指
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学
校

を
希
望
す
る
場
合
に
は
左
ペ
ー
ジ

の
表
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

9月
現在の小学校6年生と中学校1年生・2年生に、市立
中学校の通学区自由化のプリントを配布

10月 授業参観・クラブ等の見学

11月 住所地外の
学校を希望

住所地の学区
の学校を希望

11月1日 届出書の提出 届出書の必要なし

12月15日
上回るとき 上回らないとき

希望校への申請数が受入れ枠を

抽　　選

当　　選 抽選にもれ

届出た中学校に
決定

住所地の学区の
中学校に決定

入学通知書の送付1月末

学
校
が
決
定
す
る
ま
で
の
流
れ

〜

〜
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学
校
選
択
の
方
法

①
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
指
定
さ
れ
た
通
学
区
域
の

学
校
を
選
択
さ
れ
た
も
の
と
し

ま
す
。

②
指
定
さ
れ
た
通
学
区
域
以
外
の

学
校
を
選
択
す
る
場
合
は
、
通

学
し
て
い
る
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
へ
中
学
校
選
択
希
望
届
出

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
届
出
書
は
、
各
小
学
校
・
中
学

校
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

④
提
出
期
間

11
月
１
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
12
月
15
日（
水
）

　

受
け
入
れ
枠
を

　
　
超
え
れ
ば
抽
選

　
各
学
校
の
受
け
入
れ
可
能
な
人

数
を
超
え
た
場
合
は
、
指
定
さ
れ

た
通
学
区
域
以
外
か
ら
の
希
望
者

で
抽
選
し
ま
す
。は
ず
れ
た
人
は
、

指
定
さ
れ
た
学
校
へ
入
学
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

通
学
に
関
す
る
経
費

　
通
学
区
域
の
自
由
化
に
よ
り
遠

距
離
通
学
と
な
っ
た
場
合
は
、
自

己
責
任
に
お
い
て
学
校
を
選
択
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
学
費
は

保
護
者
負
担
と
し
ま
す
。

中学通学区域自由化

三次中学校

十日市中学校

塩町中学校

川地中学校

八次中学校

甲奴中学校

君田中学校

布野中学校

作木中学校

吉舎中学校

三良坂中学校

三和中学校

三次町
1731番地

河内小学校、三次小学校、
三次西小学校の学校区

(0824)

62-2896
195 8

十日市中四丁目
2番2号

粟屋小学校、粟屋西小学校、
十日市小学校、酒河小学校の学校区

(0824)

62-2856
409 13

大田幸町
541番地

神杉小学校、田幸小学校、
和田小学校、川西小学校の学校区

(0824)

66-1008
222 7

下川立町
475番地8

青河小学校、川地小学校、
志和地小学校の学校区

(0824)

68-2015
73 3

畠敷町
1860番地

八次小学校の学校区、後山町
(0824)

62-5770
347 10

甲奴町梶田
38番地

(0847)

67-2200
95 3

君田町東入君
378番地

(0824)

53-2008
57 3

布野町上布野
1895番地1

(0824)

54-2020
62 3

作木町下作木
739番地1

(0824)

55-2106
42 4

吉舎町吉舎
783番地

(0824)

43-2115
120 4

三良坂町三良坂
2772番地

(0824)

44-2018
146 6

三和町上板木
55番地

(0824)

52-3131
93 3

甲奴町

君田町

布野町

作木町

吉舎町

三良坂町

三和町

電話番号所　在　地 通学区域の範囲

平成16年度
生徒・学級数
(9月1日現在）

生徒数 学級数

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
室

☎（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８
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「豊かな心を育てる取り組みとして生徒指導の充実を図
る」、「学力の向上のため、授業の充実、朝読書の継続、百
マス計算に取り組む、漢字検定に取り組む、学び方を学ぶ
授業に取り組む」、「生徒の自主活動の推進を図るため、生
徒会活動、部活動の充実を図る」を目標に教育活動を進め
ています。

バスケットボール部（男女）、卓球部（男子）、
ソフトテニス部（男女）、陸上部（男女）、サッ
カー部（男子）、野球部（男子）、バレーボー
ル部（女子）

美術部、吹奏楽
部、科学工芸部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成」、「ベス
トを尽くせをモットーとした、何事にも真剣に一生懸命に
取り組む生徒の育成」、「文武両道を目指す、学習・部活動
の両立と充実」、「二学期制の導入によるゆとりある教育課
程の編成」を重点に教育活動を進めています。

バスケットボール部（男女）、卓球部（男女）、
剣道部（男女）、ソフトテニス部（男女）、陸
上部（男女）、柔道部（男女）、水泳部（男女）、
サッカー部（男子）、野球部（男子）、ソフト
ボール部（女子）、バレーボール部（女子）

美術部、茶道部、
吹奏楽部、将棋
部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「確かな学力を培い、自主的で心豊かなたくましい生徒を
育成する。」を教育目標として、特に、総合的な学習に力
を入れ、自らの言葉で、自らを表現する力をつけることで、
自分に自信を持ち、塩町というすばらしい地域に誇りを持
ち、社会に通用する学力の向上に向けて教育を推進してい
ます。

バスケットボール部（男女）、卓球部（男女）、
剣道部（男女）、ソフトテニス部（男女）、陸
上部（男女）、サッカー部（男子）、野球部（男
子）、バレーボール部（女子）

美術部、
吹奏楽部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

各学年とも1学級、全校生徒73人の中学校です。少人
数の特性を活かし、教職員と生徒のふれあいを大切にし、
個々の生徒に応じた指導を進め、落ち着いた雰囲気の中で
学習や生活ができるように努めています。平成15年度
から二学期制を実施しています。

卓球部（男女）、剣道部（男子）、ソフトテニ
ス部（女子）、陸上部（男女）、サッカー部（男
子）、野球部（男子）

園芸部
体　　育　　系 文 科 系

●部活動

●特色ある取り組み

生徒に確かな学力をつけさせるため教育活動を創造し、自
ら主体的に生きていく生徒を育成する学校です。特に、生
徒一人一人が主役になり「音楽祭」、「体育祭」、「文化祭」
などの学校行事を地域に開放しています。

バスケットボール部（男女）、卓球部（男女）、
剣道部（男女）、ソフトテニス部（女子）、陸
上部（男女）、サッカー部（男子）、野球部（男
子）、柔道部（男女）、ソフトボール部（女子）、
バレーボール部（女子）、水泳部（男女）

美術部、吹奏楽
部、家庭科部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「感性豊かで、自己実現を目指す学力を備えた心身ともに
たくましい生徒の育成」を教育目標として、特に、地域に
根ざした国際理解教育を、総合的な学習の時間を中心に全
領域で推進しています。毎年3年生の希望者は国際交流
事業としてアメリカでのホームステイ体験を通して学習を
深めています。

バスケットボール部（男子）、卓球部（男女）、
ソフトテニス部（男女）、陸上部（男女）、野
球部（男子）、バレーボール部（女子）

英語部、美術部、
茶道部、技術部、
吹奏楽部、囲碁
部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「学校に行こう」週間（11月1日から11月7日）
では、学校を積極的に開放していますので、問い
合わせの上、ご参加ください。

各中学校を　紹介します

授業参観、部活動の見学、文化祭の見学について
は、各学校に問い合わせの上、ご参加ください。

部活動は、今年度の部を載せています。年度によっ
ては休部等になることもあります。

三 次

十日市

塩 町

川 地

八 次

甲 奴
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中学通学区域自由化

「落ち着いた学習環境」、「朝読書をいち早くとり入れた読
書教育の推進」、「基礎学力の定着を図る少人数を活かした
きめ細かな学習指導」、「小学校との連携による英語教育の
充実」に力を入れています。

卓球部（男女）、ソフトテニス部（女子）、野
球部（男子）、バレーボール部（女子）

美術部、音楽部
（軽音楽）、家庭
科部、技術部（各
部とも週1回）

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「個を育て、個を伸ばし、個を強くする」を学校教育目標
に掲げ、伸び伸びとした環境の中で、「自らの生き方に誇
りがもてる生徒の育成」に力点を置いて種々の取り組みを
進めています。今年度から、ファイブステップアップの概
念を取り入れた二学期制を実施しています。

バスケットボール部（男子）、卓球部（男女）、
陸上部（女子）、野球部（男女）、バレーボー
ル部（女子）

なし
体　　育　　系 文 科 系

●部活動

●特色ある取り組み

義務教育最終学校の大きな課題は、生徒一人一人の進路希
望を実現することと考え、そのために、「基礎学力をつけ
る。」、「自己の進路に具体的な目標を持たせる。」ことを柱
とした実践を、1年生から取組んでいます。

卓球部（男女）、剣道部（男女）、ソフトテニ
ス部（女子）、陸上部（男女）、サッカー部（男
子）、野球部（男子）、バレーボール部（女子）

音 楽 部（ 吹 奏
楽）、美術部、茶
道部（後期）、華
道部（後期）

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

「形」・「心」・「姿」を学校経営のキーワードにすえて、「知・
徳・体」の基礎基本の徹底に努めています。とりわけ、学
力向上フロンティアスクール（文部科学省指定校）として、
学力の向上と表現力の育成に力点を置いて取組みを継続中
です。平成14年度から二学期制を実施しています。

卓球部（男女）、剣道部（男女）、ソフトテニ
ス部（男女）、陸上部（男女）、野球部（男子）、
ソフトボール部（女子）、バレーボール部（女
子）

なし
体　　育　　系 文 科 系

●部活動

●特色ある取り組み

「家庭学習の定着を図ると共に、少人数指導などの個に応
じた授業づくりの展開」、「生徒が中心となって運営する文
化祭、体育祭、選択総合発表会」、「地域のスポーツ少年団
と連携したり、積極的に外部指導者を招くなど、活発に活
動しているクラブ活動」に力を入れています。

バスケットボール部（男女）、剣道部（男女）、
陸上部（男女）、サッカー部（男子）、野球部
（男子）、バレーボール部（女子）

茶道部、吹奏楽
部、家庭科部

体　　育　　系 文 科 系
●部活動

●特色ある取り組み

学校の特色の一つに2年生が演じる「神楽」の伝承活動
があります。まず、上級生から、次に地元神楽団の方々か
ら「舞」と「楽」を教わります。10月の発表会には、本
格的な衣装を身に着け披露します。ふるさと「さくぎ」の
未来を切り拓く生徒を育てる大切な活動として取り組んで
います。

卓球部（男女）、陸上部（男女）、サッカー部
（男子）、バレーボール部（女子）

なし
体　　育　　系 文 科 系

●部活動

●特色ある取り組み

各中学校を　紹介します作 木

吉 舎

三良坂

三 和

君 田

布 野
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一
部
負
担
が

 

必
要
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
医
療
費
の
自
己
負

担
分
は
全
額
公
費
（
所
得
制
限

あ
り
）
で
負
担
し
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
１
日
か
ら
一
部
負
担

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
つ
の
医
療
機
関
に
つ
き
通

院
１
日
５
０
０
円
（
月
４
日
ま

で
上
限
）、
入
院
１
日
５
０
０

円
（
月
14
日
ま
で
上
限
）
を
医

療
機
関
の
窓
口
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

所
得
制
限
を

　
廃
止
し
ま
し
た

新
規
申
請
を
お
早
め
に

　
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り

こ
の
制
度
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
お
子
さ
ん
も
乳
幼
児
医
療
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
の
お
子
さ
ん
の
健
康
保

険
証
と
申
請
書
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
新
規
受
付
期
間
は
11
月
30
日

（
火
）ま
で
で
す
。

　
乳
幼
児
医
療
の
助
成
に
加

え
、
児
童
医
療
へ
の
助
成
を
新

設
し
ま
し
た
。
10
月
１
日
か
ら

乳
幼
児
医
療
と
同
じ
内
容
で
医

療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
請
に
よ
り
受
給

者
証
を
発
行
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
対
象
の
お
子
さ
ん
の
健
康
保

険
証
と
申
請
書
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

（
受
付
期
間
は
11
月
30
日
（
火
）

ま
で
で
す
）

受
給
者
証
の
有
効
期
限

小
学
校
３
年
生
修
了
ま
で

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）

10
月
１
日
以
降
す
で
に
受
診
さ

れ
て
い
る
方

　
至
急
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

医
療
費（
10
月
１
日
以
降
の
み
）

の
領
収
書
と
受
給
者
証
を
医
療

機
関
に
提
出
し
て
払
い
戻
し
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
の
払
い
戻
し
が

さ
れ
な
い
場
合
は
市
の
窓
口
に

医
療
費
（
10
月
１
日
以
降
の

み
）
の
領
収
書
と
受
給
者
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
こ
の
場
合

２
〜
３
ヵ
月
の
期
間
が
か
か
り

ま
す
）

　
乳
幼
児
・
児
童
医
療
の
申
請

窓
口
は
す
く
す
く
育
児
支
援

室
・
市
役
所
総
合
窓
口
・
各
支

所
で
す
。

子
育
て
の
お
手
伝
い

　
母
子
保
健
推
進
員

　
市
長
か
ら
の
委
嘱
を
う

け
、
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん

の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、

母
子
保
健
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
た
り
、
自
分

の
妊
娠
や
子
育
て
経
験
を
と

お
し
て
、
助
言
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
が
、
母
子

保
健
推
進
員
で
す
。

　
訪
問
や
健
診
・
相
談
・
地

域
で
の
交
流
活
動
等
を
通
じ

て
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

●
受
給
資
格
の
更
新
は
毎
年
誕
生
月
で
す
。

必
ず
誕
生
月（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
中
）に
更
新
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
遡
っ
て
の
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

《
乳
幼
児
医
療
（
改
正
）》

０
歳
か
ら
６
歳（
小
学
校
就
学
前
ま
で
）の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

《
児
童
医
療
（
新
設
）》

６
歳（
小
学
校
１
年
生
）〜
９
歳（
小
学
校
３
年
生
ま
で
）の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

《新規事業》
●「水痘」「おたふくかぜ」ワクチ
ン任意接種に対する助成制度を
開始します。
満1歳以上6歳（小学校就学前）
までのお子さんが対象です。
感染を予防することにより保護
者の看護負担の軽減を図るのが
目的です。
助成単位は「水痘8,000円」「お
たふくかぜ6,000円」です。

《拡大事業》
妊婦健診の助成券を2回（現在）か
ら6回に増やします。

問い合わせ先　すくすく育児支援室（福祉保健センター3階）  ☎（0824）62-6148 FAX(0824)62-6300

川西保育所での手づくり布絵本　読み語り

来年4月から　さらに
「子育て支援」を充実
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『
そ
れ
で
い
い
よ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
』

－

子
育
て
に
喜
び
と
自
信
が
持
て
る
よ
う
に

－

　

日
　
時
　
11
月
30
日（
火
）
13
時
〜
15
時

会
　
場
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル

講
　
師
　
比
治
山
大
学
短
期
大
学
部
教
授
　
新
宅
博
明
先
生

参
加
費
　
無
　
料

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
託
児
有
）

　
み
ん
な
で
一
緒
に
離
乳
食
を

つ
く
り
、
楽
し
く
交
流
し
ま

し
ょ
う
！

対
　
象

乳
児
を
子
育
て
中
の
保
護
者

と
そ
の
子
ど
も

参
加
費

３
０
０
円
（
大
人
の
み
）

託
　
児
　
行
い
ま
す（
要
予
約
）

※
食
材
の
準
備
・
当
日
の
託
児

等
の
た
め
、
各
講
座
の
２
日

前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で

す
。
す
く
す
く
育
児
支
援
室

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
育
児
サ
ー
ク
ル
「
わ
ん
ぱ
く

広
場
」
は
在
宅
の
子
ど
も
を
も

つ
母
親
た
ち
の
集
ま
り
で
、
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
の
交
流

の
場
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

保
健
師
や
保
育
士
、お
年
寄
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
協
と
の
関

わ
り
を
も
ち
な
が
ら
、
毎
週
水

曜
日
に
君
田
保
健
セ
ン
タ
ー
で

の
集
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
15
日
（
水
）
に
は
「
赤

ち
ゃ
ん
〜
お
年
寄
り
、
障
害
者

を
含
む
〝
み
ん
な
、
集
ま
ろ

う
！
ミ
ニ
運
動
会
な
ら
ぬ
大
運

動
会
〞
」
を
開
催
。
妊
婦
さ
ん

か
ら
は
じ
ま
り
、
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
ど
も
、
障
害
者
、
お
年
寄
り
、

地
域
の
方
ら
80
人
が
参
加
、
応

援
に
か
け
つ
け
、
会
場
に
は
活

気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
応
援
用
の
帽

子
、
紅
白
玉
入
れ
の
玉
は
す
べ

て
お
母
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
手
作
り
の
も
の
。
お
昼
ご

は
ん
は
君
田
食
生
活
改
善
推
進

　
全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、

９
月
３
日（
金
）内
閣
官
房
長
官

か
ら
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
三
次
市
役
所
で
行
わ
れ
た
伝

達
式
で
は
十
日
市
幼
稚
園
の
園

児
に
よ
る
ダ
ン
ス
も
披
露
。
三

良
坂
保
育
所
で
は
母
の
会
に
よ

る
紙
芝
居
の
あ
と
園
児
に
よ
る

ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
布
野
支
所
で
は
交
通
安
全

を
考
え
る
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
準
備
さ

れ
、
君
田
の
大
豆
か
ら
作
っ
た

豆
乳
入
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
サ

ラ
ダ
、小
豆
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー
を
、

み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
地
域

の
人
が
ふ
れ
あ
い
、
自
然
の
う

ち
に
優
し
さ
が
う
ま
れ
た
一
日

で
し
た
。

　
育
児
サ
ー
ク
ル
わ
ん
ぱ
く
広

場
の
お
問
い
合
わ
せ
は

君
田
支
所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
２
４

－

５
３

－

２
１

１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
４

－

５
３

－

２
９
６
１
）
ま
で
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

す
く
す
く
育
児
支
援
室
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
３
０
０

子
育
て
講
演
会

離
乳
食
講
座

10月27日（水） 三次会場
（生涯学習センター）

10月29日（金） 三和会場
（みわ保健センター）

11月5日（金） 布野会場
（布野保健福祉センター）

12月3日（金） 吉舎会場
（吉舎保健センター）

平成17年1月26日（水） 三次会場
（生涯学習センター）

※時間は全て10：00～12：30

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

　
　
　
　
や
っ
て
き
ま
し
た

交
通
安
全
は
母
の
願
い

地
域
で
支
え
あ
う

子
育
て
を
め
ざ
し
て

育
児
サ
ー
ク
ル
「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」

町
ぐ
る
み
運
動
会
in
君
田
町
を
開
催
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利
用
す
る
に
は

　
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き

る
の
は
65
歳
以

上
の
方
、
ま
た

は
40
歳
か
ら
64

歳
の
加
齢
に
伴

う
疾
患
（
脳
梗

塞
な
ど
）
が
あ
る
方
で
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
す
。

①
申
　
請

　
申
請
は
、
福
祉
事
務
所
・
さ

わ
や
か
市
民
室
・
各
支
所
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
本
人
や
家

族
が
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は

加
入
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

も
同
時
に
）
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
等
に
申
請
の
代
行
を
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
認
定
調
査

　
調
査
員
が
ご
自
宅
等
を
訪
問

し
て
、
本
人
の
心
身
の
状
況
等

を
お
聞
き
し
ま
す
。

③
主
治
医
意
見
書

　
市
か
ら
主
治
医
に
依
頼
し
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
意
見
書

を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
認
定
・
通
知

　
介
護
認
定
審
査
会
で
調
査
結

果
と
主
治
医
意
見
書
を
も
と
に

10
月
１
日
か
ら
制
度
（
県
制
度
）
が
変
わ
り
ま
し
た

　
医
療
保
険
制
度
改
革
に
よ
り
、
老
人
保
健
制
度
に

お
け
る
医
療
給
付
の
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
16
年
10
月
１
日
以
降
68
歳

に
な
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
受
給
者
の

人
は
、
所
得
や
住
民
税
課
税
状
況
な
ど
に
変
更
が
な

け
れ
ば
、
70
歳
に
到
達
す
る
月
の
末
日
ま
で
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

《
９
月
末
ま
で
》

●
68
歳
〜
69
歳

●
一
人
暮
ら
し
の
人
は
65
歳
〜
67
歳

《
10
月
１
日
か
ら
》

●
昭
和
11
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
昭
和
11
年
10
月
１
日
〜
昭
和
14
年
９
月
30
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
長
が
一
人
暮
ら
し
と
認
定
し
た
人

※
70
歳
以
上
の
人
・
老
人
保
健
受
給
者
（
障
害
認
定
者
）
の
人
を

除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
さ
わ
や
か
市
民
室
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
３
４

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
２
４
）
６
３

－
２
８
０
９

老人医療費
助　成

介
護
度
を
判
定
し
ま
す
。

　
市
は
認
定
結
果
通
知
書
や
介

護
保
険
被
保
険
者
証
等
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
な
お
、認
定
の
有
効
期
間（
原

則
６
ヶ
月
）
が
き
れ
る
前
に
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
自
立
（
非
該
当
）
と
認
定
さ

れ
た
方
は
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン)

の
作
成

　
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
程

度
受
け
た
い
か
、
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に

相
談
し
、
本
人
や
家
族
の
希
望

や
状
態
に
応
じ
て
計
画
を
作
成

し
ま
す
。（
計
画
作
成
に
は
利

用
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
提

示
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
利
用
者
は

費
用
の
一
割
を
負
担
）。

問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
室

　
　
　
　
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
３
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

100歳

祝！ 

過
ご
し
た

歳
月
は

一
世
紀

　
９
月
21
日（
火
）、
今
年
度

１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
14
人

に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
賀

状
や
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
次
市
か
ら
も
祝
賀
状
と
お

祝
い
金
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

老人医療費
助　成

介　護
サービス
介　護
サービス

こんにちは「すこやか保健室」です

●ボケは防げる・治せる
　痴呆には、「脳血管性痴呆」「アルツハイマー病」などがあり
ますが、それらは全体の１割程度です。残りは、脳を使わない
ことによっておきる「老化廃用型痴呆」です。
●痴呆に対する誤解！
　痴呆は治らないと恐れられていますが、昨日までごく普通
だった人が、ある日突然に身の回りのことができなくなったり、
家族の顔もわからなくなって、夜中に徘徊を始めたりするで
しょうか？　そのレベルにまで進んだ状態は、重度のいわば「完
成されたボケ」ですから、確かに回復は困難です。しかし、付
き添ってきた家族の方などによく聞いてみると、最初に「ちょっ
とおかしいな」と気づいた時から３年以上、時には７～８年も
かかって進行しているということがわかります。ほとんどの場
合、重度の痴呆症状が出てきて、どうにも手に負えなくなって
から診察を受け、ボケは治らないという誤解が生じます。
●早期発見と早期治療
　今までは、初期の痴呆症状を単に「年だから」「度忘れだろう」
「よくある間違いだ」などと見逃してしまって、回復困難な重
度の痴呆にまで追い込んでしまうことも多くありました。痴呆
も早期に発見し治療を開始すれば、脳の機能をもう一度活性化
することができます。

☎（0824）62-6232　FAX（0824）62-6382
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健
康
で
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

第
１
回
 み
よ
し

 

健
康
福
祉
ま
つ
り

　
多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日（
水
・
祝
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
み

よ
し
（
主
会
場
は
三
次
市
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

内
容
（
予
定
）

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
検

診
・
健
康
相
談
、ゲ
ー
ム
感

覚
で
体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
福
祉

用
具
・
介
護
用
品
の
展
示
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ

ザ
ー
 な
ど

主
催
　
第
１
回
み
よ
し
健
康
福

祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

ま
ご
こ
ろ
福
祉
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－
６
１
４
８

三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

８
９
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
８
２
７

ご
存
知
で
す
か

　
障
害
者
福
祉
制
度

障
害
者
手
当
制
度

　
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
中
・
重
度
の
身
体
、
知
的
ま

た
は
精
神
の
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し

て
い
る
父
母
等
に
対
し
月
額

３
３
，
９
０
０
円
を
支
給
し
ま

す
。（
重
度
の
場
合
は
５
０
，

９
０
０
円
）

※
障
害
年
金
受
給
者
、
施
設
入

所
者
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
先

す
く
す
く
育
児
支
援
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

・
各
支
所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
重
度
の
身
体
・
知
的
ま
た
は

精
神
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
に

月
額
１
４
，４
３
０
円
を
支
給
し

ま
す
。

※
障
害
年
金
受
給
者
、
施
設
入

所
者
を
除
く
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
著
し
く
重
度
の
身
体
・
知
的

ま
た
は
精
神
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
20
歳

以
上
の
方
に
、
月
額
２
６
，

５
２
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
施
設
入
所
者
、
病
院
等
へ
３

か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し

て
い
る
人
を
除
く
。

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
入
浴

補
助
用
具
、住
宅
改
修
費
 な
ど

※
児
童
の
み
…
訓
練
い
す
、
訓

練
用
ベ
ッ
ド

《
肢
体
不
自
由
・
言
語
の
重
複

障
害
》
重
度
障
害
者
用
意
志
伝

達
装
置

《
音
声
言
語
機
能
障
害
ま
た
は

肢
体
不
自
由
》
携
帯
用
会
話
補

助
装
置

《
じ
ん
臓
機
能
障
害
》
透
析
液

加
温
器

《
呼
吸
機
能
障
害
》 酸
素
ボ
ン

ベ
運
搬
車
、
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
、

電
気
式
た
ん
吸
引
器

《
知
的
障
害
》
特
殊
マ
ッ
ト
、

特
殊
便
器
、
頭
部
保
護
帽
（
て

ん
か
ん
の
発
作
等
に
よ
り
頻
繁

に
転
倒
す
る
も
の
）　
な
ど

※
そ
れ
ぞ
れ
障
害
の
等
級
な
ど

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

補
装
具
の

　
給
付
・
修
理
事
業

　
身
体
の
失
っ
た
部
分
や
、
障

害
の
あ
る
部
分
を
補
っ
て
日
常

生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
障

害
に
応
じ
て
用
具
の
給
付
・
修

理
を
行
い
ま
す
。

【
障
害
者
・
児
の
共
通
品
目
】

《
視
覚
障
害
》
盲
人
安
全
つ
え
、

義
眼
、
眼
鏡
、
点
字
器
　
な
ど

《
聴
覚
障
害
》
補
聴
器

《
肢
体
不
自
由
》車
い
す
、義
手
、

義
足
、
装
具
、
歩
行
器
、
頭
部

保
護
帽
、
収
尿
器
　
な
ど

《
音
声
機
能
障
害
》
人
工
喉
頭

《
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
障
害
》

ス
ト
マ
用
装
具

【
障
害
児
の
み
対
象
】

起
立
保
持
具
、
頭
部
保
持
具
、

排
便
補
助
具
、
座
位
保
持
い
す

※
給
付
の
た
め
に
、
県
立
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
の
判
定

を
受
け
る
必
要
の
あ
る
も
の

や
医
師
の
意
見
書
が
必
要
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
自

己
負
担
が
生
じ
ま
す
。

※
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
福

祉
用
具
は
、
介
護
保
険
で
の

購
入
・
レ
ン
タ
ル
と
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の

　
給
付
・
貸
与
事
業

　
在
宅
の
重
度
障
害
者（
児
）の

日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
障
害
に
応
じ
て
用

具
の
給
付
・
貸
与
を
行
い
ま
す
。

《
視
覚
障
害
》
視
覚
障
害
者
用

ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
、
視

覚
障
害
者
用
拡
大
読
書
器
、
視

覚
障
害
者
用
活
字
文
書
読
上
げ

装
置
な
ど

《
視
覚
・
聴
覚
の
重
複
障
害
》

点
字
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

《
聴
覚
障
害
》
聴
覚
障
害
者
用

通
信
装
置
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）、

聴
覚
障
害
者
用
情
報
受
信
装
置

《
肢
体
不
自
由
》
浴
槽
（
湯
沸

器
含
む
）、
特
殊
マ
ッ
ト
、
パ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ご
こ
ろ
福
祉
室

　
　
　
　
　
　
　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
６

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
各
支
所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ
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10
月
１
日
、
合
併
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。合
併
し
て
半
年
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
行
政
も
少
し
ず

つ
「
新
市
」
の
姿
が
理
解
で
き
、

次
な
る
行
動
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。反
面
、

誤
督
促
や
誤
請
求
等
が
続
出
し
、

市
民
の
皆
様
に
も
大
変
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　
予
算
や
事
業
、
条
例
や
組
織
も

合
併
前
と
合
併
後
で
は
そ
の
効
果

に
大
き
な
差
が
あ
り
、
見
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

多
々
あ
り
ま
す
。
新
た
な
課
題
へ

の
取
り
組
み
も
含
め
、
し
っ
か
り

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、「
乳
幼
児

医
療
費
公
費
数
負
担
制
度
」
に
つ

い
て
数
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
１
日
か
ら
の
県
の
制

度
改
革
に
あ
わ
せ
一
部
負
担
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
自
身

も
ど
の
制
度
が
「
子
育
て
支
援
」

に
一
番
良
い
こ
と
な
の
か
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
内
部
の
協
議
を
進
め
る
中

で
、
完
全
に
無
料
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
一
部
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
よ
り
「
子
育
て
支
援
」
の
充
実

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
ま
し

た
。
実
際
、
開
業
医
の
先
生
に
お

話
を
伺
っ
て
み
て
も
、
無
料
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
病
気
や
医
療

に
対
す
る
意
識
が
希
薄
に
な
る
。

子
ど
も
が
少
し
熱
が
あ
る
と
、
家

で
熱
を
測
っ
た
り
早
く
休
ま
せ
た

り
、
親
の
愛
情
で
対
応
さ
れ
る
べ

き
も
の
が
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て

こ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
、
と
い

う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
い
う

こ
と
で
は
年
齢
の
拡
大
や
、
他

の
自
治
体
に
例
を
見
な
い
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
、
妊
婦
健

診
助
成
の
拡
大
等
で
対
応
し
ま

す
。
今
後
更
な
る
年
齢
の
引
き

上
げ
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
同
時
に
市
民
の
皆

さ
ん
も
ど
の
よ
う
な
制
度
が
良

い
か
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
地
方
分
権
」
を
確
立
す
る

た
め
、
三
次
市
は
国
、
県
に
頼

ら
ず
、
自
治
体
運
営
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時

に
市
民
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を

持
っ
て
「
新
三
次
市
」
の
方
向

を
決
定
し
て
い
く
も
の
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

各
支
所
で
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
「
市
長
室
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
は
、
三
次
市
役
所
内

の
市
長
室
で
６
回
開
催
し
、
41

人
の
方
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す

（
９
月
末
現
在
）。

　
こ
れ
を
各
支
所
で
も
開
催

し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら
ご
提
言
や
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
各
支
所
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　
三
次
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
仕
事

の
民
間
委
託
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
な
ど
、
徹
底
し
た
市
役
所
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、

さ
ら
に
市
役
所
改
革
を
進
め
る
た
め

「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

ま
す
。「
行
政
評
価
」
と
は
、
市
役

所
の
仕
事
の
一
つ
ひ
と
つ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
仕
事
を
改
善
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　
こ
の
行
政
評
価
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
進
め
る
た
め
「
行
政

チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
」
を
設
け
、
会

議
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

○
公
募
委
員
数
　
若
干
名

○
応
募
資
格
　「
市
民
の
た
め
の
市

役
所
づ
く
り
」
を
真
剣
に
考
え
、

積
極
的
に
会
議
に
参
加
で
き
る
18

歳
以
上
の
三
次
市
民

○
応
募
締
切
　
11
月
10
日（
水
）

○
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
部
企
画
調
整
担
当

　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
３

－

２
１
１
０

あ
な
た
が
チ
ェ
ッ
ク
！

み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
!!

委員
募集

行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議

10月26日（火）
10月27日（水）
10月28日（木）
11月 1 日（月）
11月 5 日（金）
11月 8 日（月）
11月12日（金）

君 田 支 所
布 野 支 所
作 木 支 所
吉 舎 支 所
三良坂支所
三 和 支 所
甲 奴 支 所

☎（0824）53-2111
☎（0824）54-2111
☎（0824）55-2111
☎（0824）43-3111
☎（0824）44-3111
☎（0824）52-3111
☎（0847）67-2121

月　　日
（時間は15時～17時）

受付・開催場所
各支所総合調整グループ
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お
め
で
と
う
！

　
金
藤
理
絵
さ
ん
 

国
体
２
０
０
ｍ

平
泳
ぎ
で
２
位
入
賞

　
三
次
高
校
１
年
の
金
藤
理
絵

か
ね
と
う

り

え

さ
ん
（
写
真
中
央
）
が
「
彩
の

国
ま
ご
こ
ろ
国
体
（
埼
玉
国

体
）」
競
泳
少
年
女
子
Ａ

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
２
位
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
の
高
校
総
体
で
は
、

同
種
目
５
位
と
彼
女
に
は
満
足

で
き
な
い
結
果
で
し
た
が
、
国

体
の
大
舞
台
で
見
事
雪
辱
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
代
表
す
る
ス
イ
マ
ー

に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

鵜
飼
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て

三
次
で

全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト

相
互
理
解
で
世
界
平
和
を

リ
ン
カ
ー
ン
市
か
ら

　
26
人
 甲
奴
町
訪
問

　
９
月
９
日
か
ら
14
日
、「
こ

う
ぬ
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
協

会
」
内
の
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

フ
ォ
ー
ス
広
島
ク
ラ
ブ
」は
、初

の
事
業
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら

訪
問
団
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ス
」
は
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー

元
大
統
領
の
提
唱
で
始
め
ら
れ

た
草
の
根
の
国
際
交
流
を
進
め

る
非
営
利
組
織
で
、
今
回
の
訪

問
団
も
そ
の
１
団
体
で
す
。

　
訪
問
団
の
ほ
と
ん
ど
は
60
〜

70
歳
代
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
な
っ
た
13
家
族
は
、
買
い
物

や
小
旅
行
に
連
れ
て
行
く
な
ど

大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
（
さ
よ
な
ら
）

学
生
ふ
た
り
 市
役
所
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

秋
を
満
喫
！
 吉
舎
で

き
の
こ
ま
つ
り

　
９
月
23
日（
木
）、
吉
舎
い
こ

い
の
森
で
「
き
の
こ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
広
島
市
や
福
山

市
な
ど
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
き
の
こ
が
り
の
あ
と
は
、
き

の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
３
名
に
よ

る
き
の
こ
鑑
定
も
行
わ
れ
ま
し

た
。地
元
の
人
が
作
ら
れ
た「
き

の
こ
づ
く
し
の
お
弁
当
」
は
大

好
評
！
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
鵜
飼
は
、そ
の
長
い
歴
史
と
、

鵜
を
操
る
た
く
み
な
技
術
が
高

く
評
価
さ
れ
、
三
次
市
な
ど
各

地
で
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、観
光
客
の

伸
び
悩
み
や
鵜
匠
・
船
頭
の
生

活
保
障
や
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
８
日
・
９
日
に
三
次
市

で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
全
国
鵜

飼
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
国
の
鵜

飼
開
催
地
・
鵜
の
捕
獲
地
か
ら

12
市
町
約
１
３
０
人
が
参
加

し
、「
観
光
事
業
」「
鵜
匠
・
船

頭
」「
代
表
者
・
行
政
」
の
３

分
科
会
に
わ
か
れ
て
活
発
な
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
も
と
に
、
国
の
支
援
や
文
化

財
指
定
を
め
ざ
す
こ
と
な
ど
の

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

閉
幕
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
出
席
者

の
前
で
お
互
い
に
「
私
の
家
族

で
す
。」
と
紹
介
し
合
う
ほ
ど

親
密
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ス
広
島
ク
ラ
ブ
」
の
関
係
者
は
 

「
こ
れ
か
ら
は
甲
奴
町
だ
け
で

な
く
三
次
市
内
外
の
い
ろ
い
ろ

な
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
学
生

が
在
学
中
に
実
社
会
で
就
業
体

験
を
行
う
も
の
で
す
。
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
三
次
市
役

所
で
は
広
島
県
立
大
学
の
福
場

雄
樹
さ
ん
と
県
立
広
島
女
子
大

学
の
森
岡
咲
さ
ん
が
10
日
間
行 辞令交付式の模様

政
実
務
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
粟
屋
町
出
身
の
森
岡
さ
ん
は

「
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
市

長
さ
ん
と
台
風
被
害
の
現
地
視

察
を
し
た
こ
と
。
緊
張
し
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
と
も
進
路
は
ま
だ
未
定

と
の
こ
と
で
す
が
、
自
分
に

合
っ
た
仕
事
で
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

校長とともに市長へ入賞報告をされました。
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第
16
回
義
士
親
善

友
好
都
市
交
流
会
議

忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

　「
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
地
」
の

所
在
す
る
全
国
の
自
治
体
が
一

堂
に
集
い
、
親
善
と
友
好
を
深

め
な
が
ら
情
報
交
換
を
行
い
、

市
の
活
性
化
と
観
光
・
文
化
事

業
の
健
全
な
発
展
向
上
の
た
め

の
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　
〜
24
日（
水
）

場
所
　
三
次
市
三
次
町
鳳
源
寺

　
　
　
　
・
尾
関
山
公
園
一
帯

第
５
回

み
よ
し
紅
葉
ま
つ
り

◆
11
月
９
日（
火
） 

和
紙
造
形
作
家「
堀
木
エ
リ
子
」

講
演
会
＆
懇
親
会

　
住
ま
い
の
空
間
に
生
か
す
和

紙
の
新
し
い
可
能
性
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
演
会
　
17
時
30
分
〜（
無
料
）

懇
親
会
　
19
時
〜

　
　
 （
参
加
費
３
，０
０
０
円
）

会
　
場
　
ハ
ー
ト
ピ
ア
平
安
閣

◆
11
月
13
日（
土
）〜
28
日（
日
）

尾
関
山
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
こ
ろ
　
尾
関
山
公
園
清
心
池

一
帯
（
三
次
市
三
次
町
）

時
　
間
　
17
時
〜
20
時

◆
11
月
23
日（
火
・
祝
）

第
５
回
み
よ
し
紅
葉
ま
つ
り

と
こ
ろ
　
尾
関
山
公
園
清
心
池

一
帯
（
三
次
市
三
次
町
）

時
　
間
　
10
時
〜
21
時
頃

●
10
時
〜
15
時

邦
楽
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
お

茶
席
、
観
光
物
産
市
（
忠
臣

蔵
サ
ミ
ッ
ト
参
加
自
治
体

ブ
ー
ス
も
あ
り
）、
花
木
の

販
売
　
な
ど

●
17
時
〜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

〝
テ
ュ
ー
オ
〞
オ
カ
リ
ナ
演
奏

●
18
時
頃
〜

神
楽
上
演

 

『
横
谷
神
楽
団
on
ス
テ
ー
ジ
』 

 

「
三
次
の
紅
葉
発
見
！

   

（
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
）」

◎
12
月
10
日（
金
）
応
募
締
切

　
新
三
次
市
の
〝
紅
葉
ス
ポ
ッ

ト
〞
を
写
真
で
紹
介
く
だ
さ

い
。
賞
品
を
多
数
用
意
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
三
次
市
観
光
協
会

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

９
２
６
８

市民グループ『霧中クラブ』では、三次霧の海についての作品展を開催します。『霧
の海』のすばらしさを伝えられる、みなさんの自慢の作品をお待ちしております。

○テ ー マ　三次の霧の海について
○応募作品　写真・絵画・書道、生け花、俳句、短歌　など
○出品点数　一人2点程度まで
○応募締切　11月19日（金）
○入賞作品の使用、著作権は主催者に帰属
○入賞者には12月頃に賞状、記念品を郵送
○問い合わせ先　三次市自治振興部まちづくり推進室観光・地域交流グループ
　　　　　　　　☎（0824）64-0066　FAX（0824）64-0096
　　　　　　　　国土交通省三次河川国道事務所調査設計課
　　　　　　　　☎（0824）63-4121

霧中クラブ 三次霧の海作品展 作品募集

三
次
初
お
目
見
え

中
村
勘
九
郎
、

歌
舞
伎
を
語
る
。

2004年11月23日（祝）　開演13：30
三次市文化会館大ホール
主催／三次市合併記念事業実行委員会

料金／全席指定（税込）S席 5,000円　A席 4,000円
問い合わせ先／☎0824-62-6112
出演／中村勘九郎　中村光江　中村仲之助　司会／鈴木治彦氏

勘九郎グッズの抽選会など最後までお楽しみいっぱいです。

三
次
市
合
併
記
念
 忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
協
賛

三
次
市
合
併
記
念

日頃の訓練の成果をご覧ください。実習作
品の販売や、公開実習、体験コーナーもあ
ります。
日時　11月11日（木）　10時30分～14時
場所　広島県立三次高等技術専門校（三次

市十日市南六丁目14-1）
問い合わせ先　三次高等技術専門校
　　　　　　　☎（0824）62-3439
　　　　　　　FAX（0824）63-6888

三次高等技術専門校
みよし技能祭
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10　月

11　月

17日（日） 三次市合併記念
さくぎふるさとまつり

文化センター
さくぎ

作木支所地域振興グループ
☎（0824）55-2113
みよし商工フェスティバル
実行委員会（三次商工会議所内）
☎（0824）62-3125

大相撲三次場所実行
委員会（財務部内）
☎（0824）62-6385

みよし商工
フェスティバル 県立みよし公園

29日（金） 大相撲三次場所 県立みよし公園

あんしん建設室幹線
道路対策チーム
☎（0824）62-6305

31日（日） 親水公園フェスタ
in みよし 十日市親水公園

まごころ福祉室
☎（0824）62-61453日（祝・水） みよし

健康福祉まつり
ふれあい
センターみよし

三良坂町商工会
☎（0824）44-314114日（日） 升田幸三杯

将棋大会 三良坂体育館

23日（祝・火） みよし紅葉まつり

日 行 事 名 場　　所 問い合わせ先

日 行 事 名 場　　所 問い合わせ先

三次ライオンズクラブ
☎（0824）62-312724日（日） 三次市吹奏楽

演奏会 三次市文化会館

三次市観光協会
☎（0824）63-92689日（火）

みよし紅葉まつり
（堀木エリ子講演
会＆懇親会）

ハートピア
平安閣

総務企画部企画調整
担当合併企画チーム
☎（0824）62-6112

23日（祝・火）
講演
「中村勘九郎、
 歌舞伎を語る。」

三次市文化会館

三次市観光協会
☎（0824）63-9268尾関山公園

23日（土）～
24日（日）

三次市レクリエー
ション協会（沖田）
☎（0824）63-4938

31日（日） 三次市合併記念
フォークダンス大会 酒屋体育館

第4回 土木の日

｢親水公園フェスタ inみよし｣

市内商工業者による県北一の大イベント「第 12回みよし商工
フェスティバル」が開催されます。各種展示やステージイベン
ト、大バザール等楽しい企画がいっぱいの２日間です。
問い合わせ先
　みよし商工フェスティバル実行委員会（三次商工会議所内）
　☎（0824）62-3125　FAX（0824）63-5200

日時　10月31日（日）　10時～15時
場所　十日市親水公園（馬洗川河川敷）
内容　バザー、ミニ新幹線乗車コーナー、ミニ建

設機械試乗体験、吹奏楽演奏その他多彩な
内容を企画しています。

問い合わせ先
　国土交通省三次河川国道事務所
　☎（0824）63-4121 FAX（0824）63-0210
　広島県備北地域事務所建設局
　☎（0824）63-5181 FAX（0824）63-3448
　三次市あんしん建設室
　☎（0824）62-6305 FAX（0824）62-6166

三次市文化連盟（三次
市文化会館内）
☎（0824）63-6335

24日（日） みよし文化祭
芸能祭

三次市ジミー・カー
ターシビックセンター

甲奴支所地域振興グループ
☎（0847）67-212324日（日） 甲奴ふるさと祭り いこいの森弘法山

「ウイングドーム」

あったかむらフェスティバル
実行委員会（君田支所内）
☎（0824）53-2113

30日（土）～
31日（日）

あったかむら
フェスティバル 大柳文化公園

布野ふるさとまつり実
行委員会（布野支所内）
☎（0824）54-2111

31日（日） 布野ふるさと
まつり 布野運動公園

NPO法人明るい社会
づくり運動備北協議会
☎（0824）55-3334

31日（日） 広島フォーラム
in 三次 三次市文化会館

三和町自治振興協議会
☎（0824）52-70869日（火）

マギー司郎講演
「ようこそマギー
司郎さん♥」

みわ文化セン
ター

三次地方森林組合総務課
☎（0824）64-0123

13日（土）～
14日（日） ‘04木材まつり 三次地方森林

組合

三次地方森林組合総務課
☎（0824）64-012314日（日） 合併記念植樹祭

吉舎町桧龍王山
（集合：三次地方
森林組合）

道の駅ゆめランド布野
☎（0824）54-292921日（日） ゆめランド布野

収穫祭
道の駅ゆめラン
ド布野

まちづくり推進室
☎（0824）64-0066

23日（祝・日）
～24日（水） 忠臣蔵サミット

鳳源寺・尾関山
公園一帯
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三
良
坂
平
和
美
術
館
企
画
展

「
里
山
の
秋
に
想
う

　
河
野
と
み
子
・

　
 槙
 厚
子
二
人
展
」

　
三
良
坂
平
和
美
術
館
で
は
女

流
画
家
、
河
野
と
み
子
さ
ん
と

槙
厚
子
さ
ん
の
お
二
人
の
作
品

を
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
里
山
の
秋
に
想
い
を
馳
せ
、

県
北
に
住
ま
れ
県
北
で
ご
活
躍

の
お
二
人
の
命
輝
く
芸
術
作
品

を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

会
場
　
三
良
坂
平
和
美
術
館

期
間
　
10
月
２
日（
土
）〜
31
日（
日
）

　
９
時
〜
17
時（
月
曜
日
休
館
）

入
館
料

　
　
大
　
　
人
　
３
０
０
円

　
　
小
中
高
生
　
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ
先

三
良
坂
平
和
美
術
館

☎（
０
８
２
４
）４
４

－

３
２
１
４

　
　
　
　
　
　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

特
別
企
画

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

　
　
　
　
 開
設
10
周
年
記
念

広
島
日
展
会

　
　
　
総
合
小
品
展

　
日
展
は
、
１
９
０
７
（
明
治

40
）
年
設
立
の
文
展
か
ら
改
組

を
経
て
現
在
に
至
る
伝
統
あ
る

第
56
回
広
島
県
美
術
展

三
次
会
場
巡
回
展

期
間

　
11
月
18
日（
木
）〜
21
日（
日
）

10
時
〜
18
時

（
入
場
は
17
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
三
次
市
文
化
会
館

入
場
料
　
一
般
３
０
０
円
、
高

校
・
専
門
学
校
・
大
学
生

１
５
０
円
　
小
・
中
学
生

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
６

第
９
回
三
次
市

  
吹
奏
楽
演
奏
会

　
新
三
次
市
…
合
併
し
て
い
っ

そ
う
充
実
し
た
演
奏
が
始
ま
り

ま
す
。
若
さ
み
な
ぎ
る
吹
奏
楽

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
１
日
！

日
　
時
　
10
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
開
演

会
　
場
　
三
次
市
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料

参
加
校
　
吉
舎
中
学
校
・
三
次

中
学
校
・
塩
町
中
学
校
・
八

三
次
市
合
併
記
念

第
１
回

　
み
よ
し
文
化
祭

　
今
年
７
月
３
日
に
、
旧
市
町

村
の
文
化
団
体
が
合
併
し
、
新

し
く
三
次
市
文
化
連
盟
を
設
立

し
ま
し
た
。
設
立
後
最
初
の
文

化
祭
で
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

★
芸
能
祭

日
時
　
10
月
24
日（
日
）

　
　
　
９
時
50
分
〜
16
時
30
分

会
場
　
三
次
市
ジ
ミ
ー
・
カ
ー

タ
ー
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

★
美
術
展

日
時
　
10
月
29
日（
金
）
〜
31
日（
日
）

　
　
　
９
時
〜
17
時

会
場
　
三
次
市
文
化
会
館

★
い
け
花
展

日
時
　
11
月
13
日（
土
）
〜
14
日（
日
）

　
　
　
９
時
〜
17
時

美
術
団
体
で
す
。

　
現
代
日
本
画
壇
の
重
鎮
と
謳う

た

わ
れ
た
奥
田
元
宋
（
１
９
１
２

〜
２
０
０
３
）
も
生
涯
日
展
で

活
躍
し
、
数
多
く
の
名
品
を
残

し
ま
し
た
。
広
島
日
展
会
は
こ

の
地
方
組
織
で
、
日
本
画
、
洋

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
の
５
部

門
を
擁
し
て
お
り
、
こ
の
た
び

の
企
画
展
は
昨
年
度
開
催
し
た

こ
と
に
続
く
も
の
で
す
。

　
今
回
は
特
に
、
美
術
館
あ
ー

と
あ
い
・
き
さ
の
開
設
10
周
年

を
記
念
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
の
展
覧
会
を
企
画
し

ま
し
た
。

内
容
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
美
術
、
書
の
各
部
門
に

お
け
る
小
品
を
展
示
。

会
場

　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

期
間
　
11
月
16
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
12
月
５
日（
日
）

　
10
時
〜
17
時（
月
曜
日
休
館
）

入
館
料
　
３
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
、
２
０
名
以
上
団

体
　
２
５
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

☎（
０
８
２
４
）４
３

－

２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
  （
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

次
中
学
校
・
十
日
市
中
学
校

問
い
合
わ
せ
先

三
次
市
吹
奏
楽
演
奏
会
実
行
委

員
会（
三
次
商
工
会
議
所
内
三

次
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
１
２
７

　
　
　（
14
日
は
16
時
ま
で
）

会
場
　
三
次
市
文
化
会
館

★
短
歌
大
会

日
時
　
11
月
21
日（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
〜

会
場
　
み
よ
し

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

★
俳
句
大
会

日
時
　
11
月
28
日（
日
）　

　
　
　
13
時
30
分
〜

会
場
　
み
よ
し

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

三
次
市
文
化
連
盟

（
三
次
市
文
化
会
館
内
）

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
３

－

６
３
３
７



15 広報みよし2004年10月

　
開
館
後
の
奥
田
元
宋
・
小
由

女
美
術
館
で
は
、
季
節
感
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
作
品
を
選
定

し
、
奥
田
元
宋
先
生
、
小
由
女

先
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ケ
ッ
チ
等
の
資
料
も

交
え
つ
つ
、
年
４
回
程
度
の
展

示
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
三
次
市
に
寄
贈
さ

れ
た
小
由
女
先
生
の
作
品
の
中

か
ら
、
代
表
作
２
点
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

白
の
時
代

　
白
一
色
で
表
さ
れ
抽
象
的
な

造
形
が
き
わ
だ
つ
初
期
の
作
品

は
「
白
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
代
表
作
で
あ
る

「
或
る
ペ
ー
ジ
」は
、
白
い
造
形

あ
の
中
に
漂
う
よ
う
な
何
人
も
の

女
性
が
浮
き
彫
り
で
表
現
さ
れ
、

あ
る
物
語
の
１
ペ
ー
ジ
に
登
場

す
る
人
物
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

　
小
由
女
先
生
は
「
私
は
人
形

を
つ
く
る
と
き
、
伝
統
的
な
も

の
を
写
す
こ
と
よ
り
も
、
何
か

自
分
自
身
の
心
と
夢
の
よ
う
な

も
の
を
、
よ
り
多
く
包
み
こ
ん

だ
も
の
を
残
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
と
て
も
強
く
働
き
ま

す
。」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
形
と
い
う
よ
り
も
新
し
い

感
覚
に
よ
る
表
現
で
、
観
る
も

の
を
魅
了
し
ま
す
。

新
し
い
造
形
作
品

と
し
て
の
人
形

　
元
宋
先
生
と
の
結
婚
を
境

に
、
作
風
に
大
き
な
変
化
が

現
れ
ま
す
。
白
の
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
か
ら
、
＊

色
胡
粉
に
よ
る

い
ろ

ご

ふ
ん

色
彩
を
用
い
た
繊
細
で
優
美

な
作
品
へ
の
展
開
で
す
。

　「
私
が
作
品
に
色
彩
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、夫（
元

宋
）
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。」（
小
由
女
先
生
　
談
）

　
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品

「
海
の
詩
」
は
、
日
展
の
文
部

大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
一
緒
に
…

　「
も
し
僕
が
死
ん
だ
ら
も
う

一
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
画
家
に

な
り
絵
を
描
き
た
い
。
そ
し
て

も
う
一
度
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
。」

　
こ
れ
は
、
元
宋
先
生
が
亡
く

な
る
間
際
に
、
小
由
女
先
生
に

残
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
創
作
に

携
わ
る
も
の
同
士
と
し
て
お
互

い
支
え
あ
い
刺
激
し
あ
う
中
で

今
な
お
響
き
あ
う
二
つ
の
芸
術
。

新
し
い
美
術
館
で
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

美術館に対するご意見、ご要望は、こちらまで。
市長公室 政策担当 キープロジェクトチーム
☎（0824）62-6183　FAX（0824）63-2110

「或るページ」昭和47（1972）年

い
よ
い
よ
着
工

　
９
月
１
日（
水
）、
東
酒
屋
町

の
美
術
館
建
設
地
で
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
由
女

先
生
を
は
じ
め
市
や
議
会
、
地

元
住
民
、
工
事
関
係
者
な
ど

１
０
０
名
あ
ま
り
が
出
席
し
、

平
成
18
年
４
月
の
開
館
に
向
け

て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

「海の詩」昭和63（1988）年

芸術倶楽部 News
　広島三次ワイナリーで行われている奥田元
宋展に、私たちもボランティアスタッフとし
て参加しています。みなさん、ぜひ観に来て
ください。

ふるさとの生んだ巨匠
奥田元宋展

会　場／広島三次ワイナリー　文化交流館
会　期／ 11月7日（日）まで

イベント情報

＊
色
胡
粉
…
カ
キ
な
ど
の
貝
が
ら
の
粉
末
に
岩
絵
の
具
を
ま
ぜ
た
も
の

い
ろ

ご

ふ
ん
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　身近な場所で集い、遊び、相談できるよう、保
育所を地域へ開放します。ご近所の方とお誘い
合わせのうえ、お気軽に遊びにおいでください。
詳しい内容は、それぞれの保育所へお問い合わ
せください。

11月の保育所
開放事業

開催場所 日　　時 内　　容 電話番号
愛光保育所
なかよしハウス ４日㈭ 10：00～11：30 尾関山で遊ぼう （0824）62-2590

十日市保育所
なかよしハウス 25日㈭ 10：00～12：00 お話となかよし （0824）62-3038

酒屋保育所 （0824）63-750524日㈬ 10：30～12：00 ぼうしを作ろう

河内保育所 25日㈭　9：30～11：30 おじいちゃんおばあちゃんと遊ぼう （0824）63-0361

川地保育所 ５日㈮　9：30～11：00 散歩に行こう （0824）68-2731

粟屋保育所 18日㈭ 10：00～11：30 やきいも大会 （0824）62-0170

君田保育所 ９日㈫ 10：00～11：00 お芋でパーティ （0824）53-2085

さくぎ保育所 ９日㈫ 10：00～12：00 リズム遊び （0824）55-2058
みわ地域子育て
支援センター ９日㈫　9：30～11：00 作って遊ぼう （0824）52-2009

三良坂保育所
地域子育て支援センター 18日㈭ 10：00～11：30 やきいもパーティー！ （0824）44-2231

こうぬ保育所
地域子育て支援センター （0847）67-5252

みゆき保育園
地域子育て支援センター

４日㈭ 10：00～11：00
９日㈫ 10：00～11：00
11日㈭ 10：00～11：00
13日㈯ 　9：30～10：30
25日㈭ 10：00～11：00

リズムにのって
たまごクラブ（マタニティの会）
クッキング
“かばさんくらぶ”
つくってあそぼう

（0824）62-1388

子供の城保育園
地域子育て支援センター

月・水・金
10：00～12：00

開催日はお問い合わせください

遊びにおいで
　キッズルームへ （0824）65-1113

開始時間日　時 参加対象行事名（10月・11月分）

15時～
14時～
10時30分～
10時30分～
14時～

10時30分～
10時30分～

10時30分～
10時30分～

10時30分～

10時30分～

13時30分～
10時～

19時～

13時30分～

14時～
14時～

幼児から
幼児から
小学生
幼児から
幼児から

幼児・小学生
幼児・小学生

幼児から
幼児から

幼児から

幼児

幼児から一般
一般
一般 20名程度
※参加費500円

幼児から一般

幼児から一般
幼児から一般

トトロのよみきかせ
たんぽぽ
おはなしぷーさん
ぐるんぱ
たんぽぽ

お話し広場
お話し広場

絵本の会「空色のたね」
絵本の会「空色のたね」

絵本の読みかたり

おはなし広場

絵本の広場
読書会

ハーブの香るお部屋で読書はいかが？

絵本の広場

「へびくんのおさんぽ」のお話し会
「へびくんのおさんぽ」のお話し会

10月23日（土）
10月30日（土）
11月 6 日（土）
11月10日（水）
11月13日（土）

10月23日（土）
11月13日（土）

10月16日（土）
11月20日（土）

10月23日（土）

11月 9 日（火）

10月23日（土）
11月12日（金）

11月19日（金）

11月27日（土）

10月16日（土）
11月20日（土）

三次市立図書館　☎（0824）62-2639　FAX（0824）63-2861

君田図書館　☎（0824）53-7050（FAX兼用）

布野図書館　☎（0824）54-2119　FAX（0824）54-2429

吉舎図書館　☎（0824）43-3444　FAX（0824）43-7272

三和図書館　☎（0824）52-3739　FAX（0824）52-3740

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　FAX（0847）67-3538

●市町村合併で誕生した8つの新生三次市立図書館は市民の書斎として、情報拠点として本
などの資料を充実させ、みなさんをお待ちしています。もちろん、お話し会や講座の開催、
読書相談なども行ないます。ぜひ最寄りの図書館へお立ちよりください。1人5冊まで2週
間借りられます。詳しくは、各図書館にお問い合わせください。

18日㈭ 10：00～12：00 お楽しみ会にきてね。

日常会話を中心に、楽しく学べま

す。

日時　10月28日（木）～

　　　（隔週木曜日開催 計12回）

　　　19時～20時30分

場所　君田文化センター

定員　15人

　　　（定員をこえた場合は抽選）

受講料　500円

申込締切　10月25日（月）

問い合わせ先

君田支所地域振興グループ

☎（0824）53-2113
FAX（0824）53-2961

三良坂の伝統文化である竹細工を

体験し、伝統技術を肌で感じても

らうため、みらさか竹工房で開催

します。

日時　11月30日（火）

　　　　10時～12時・13時～15時

　　　12月７日（火）

　　　　10時～12時・13時～15時

定員　20人

受講料　300円

　　　　（材料費は別途必要）

申込締切　10月29日（金）

問い合わせ先

三良坂支所地域振興グループ

☎（0824）44-4512
FAX（0824）44-3675

健康管理、栄養面の知識と料理の

基本的な知識や技術を身につけ、

より豊かな食生活を送っていただ

くために、60 歳以上の男性を対

象に開催します。

日時　11月24日（水）10時～13時

場所　作木福祉保健センター

定員　10人

受講料　300円（材料費は別途必要）

申込締切　10月29日（金）

問い合わせ先

作木支所地域振興グループ

☎（0824）55-2113
FAX（0824）55-3678

生涯学習講座 英会話教室

生涯学習講座 竹細工教室

生涯学習講座 男性料理教室

11月4日（木）  　10：00～11：00　川西公民館
　問い合わせ先　和田保育所 ☎（0824）66-2091（FAX兼用）
11月17日（水）　10：00～11：30　吉舎保育所
　問い合わせ先　吉舎保育所 ☎（0824）43-2522　FAX（0824）43-2598

人形劇があり
ます。どなた
でもおこしく
ださい。

作木図書館　☎（0824）55-2115　FAX（0824）55-7010
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

第
１
期
開
局
地
域
説
明
会
開
催
中

開　催　日　時

10月18日（月） 19：30～

10月19日（火） 19：30～

10月20日（水） 19：30～

10月21日（木） 19：30～

10月22日（金） 19：30～

10月25日（月） 19：30～

10月26日（火） 19：30～

10月27日（水） 19：30～

10月29日（金） 19：30～

11月1日（月） 19：30～

11月2日（火） 19：30～

11月4日（木） 19：30～

11月5日（金） 19：30～

場　　　　所

二ノ宮神社

5区集会所

美波羅会館

来源集会所

構造改善センター

22区集会所

構造改善センター

駅前コミュニティホーム

辻塚自治会館

有原集会所

川西公民館

海渡公会堂

上田老人集会所

石原公会堂

川地公民館

上川立会館

上川立老人集会所

下川立集会所

岡城会館

志和地ふれあい会館

瀬谷集会所

秋町集会所

対象地域

1区～4区

5区、6区上

6区下

9区、10区

11区～13区、14区上・下

18区、21区～23区

15区～17区

7区、8区1・2

19区上・下、20区、24区

有原町

三若町

海渡町

上田町

石原町

中の村自治会

上川立上自治会

上川立中自治会

下川立地区自治会

岡城自治会

志和地自治会

瀬谷自治会

秋町自治会

　10月中旬から11月初旬にかけてのケーブルテレビ説明会日程は、次のとおりで
す。対象地域に関係なく都合のよい会場へお越しください。他の地域での開催日程
は随時お知らせします。

第 1 期開局地域（神杉、川西、川地）説明会日程表

■問い合わせ先　総務企画部情報室CATVチーム　☎（0824）62-6168
　Eメール　jouhou@city.miyoshi.hiroshima.jp　 FAX(0824)63-2110

◆地域イントラネットって何？◆

　光ファイバーケーブルで公共施設間を結んでつくら
れた、超高速での通信ができるネットワークのことで
す。ネットワークを使ったさまざまなサービスが利用
できます。

◆どのように利用すればいいの？◆

○地域イントラネットのパソコンやキオスク端末か
ら、インターネットを使って市のホームページ・市
内の学校のホームページの閲覧や、知りたい情報を
得ることができます。
○最寄りの公共施設のパソコンから、ＴＶ会議システ
ムを使って、市役所や公共施設間での相談や、テレ
ビ会議をすることができます。また、議会中継（本
会議）を見ることもできます。
○小・中学校では、高速インターネット環境で「調べ
学習」をしたり、ＴＶ会議システムを使った遠隔授
業や学校間の交流をしています。

◆どこに行けば利用できるの？◆

○市役所の本庁・支所のほか、市内の公民館、保育所、交
流センター、図書館などの公共施設で利用できます。
○キオスク端末は、市役所の本庁・支所のほか、市内
26カ所に設置しています。

（詳しくは市のホームページにも掲載しています。）

◆その他に、公民館では電子メール機能や文書を作成

する等パソコンの基本機能を利用することもできます

ので、お気軽に公民館職員におたずねください。

操作方法やご不明なことがありましたら、情報室（☎0824-62-6106・FAX0824-63-2110）または各支所へお問い合わせください。
Eメール　jouhou@city.miyoshi.hiroshima.jp

利用してみませんか！地域イントラネット
ご利用は無料です

本年4月から地域イントラネットが稼動しています。議会中継
インターネット
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資源リサイクル室
 ☎ （0824）66-3449
FAX（0824）66-3168

不
法
投
棄
に
つ
い
て

　
現
在
、
三
次
市
で
は
「
き
れ

い
で
ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
に
よ
る
ご
み
が
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
も
犯

罪
で
す
。【
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
，
０
０
０
万
円
（
法

人
に
は
１
億
円
ま
で
が
加
重
で

き
る
）
以
下
の
罰
金
】

　
な
ぜ
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

が
無
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
。「
今
回
だ
け
…
」「
こ
の
ご

み
だ
け
…
」
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
が
捨

て
た
ご
み
は
、
誰
か
が
拾
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
捨

て
や
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
、
ご
み
を
捨
て
る

こ
と
に
対
し
て
モ
ラ
ル
を
持
つ

こ
と
が
大
事
で
す
。
き
れ
い
な

景
観
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
の

お
願
い

　
三
次
市
で
は
、
４
月
か
ら
食

品
の
ビ
ン
は
青
色
の
資
源
物
の

袋
に
入
れ
て
い
た
だ
き
リ
サ
イ

ク
ル
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
、「
ビ
ン

に
貼
っ
て
あ
る
ラ
ベ
ル
が
取
れ

な
い
で
困
っ
て
い
ま
す
。」と
い

う
お
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ビ

ン
に
貼
っ
て
あ
る
ラ
ベ
ル
は
、

は
が
さ
ず
そ
の
ま
ま
お
出
し
い

た
だ
い
て
結
構
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
の
た
め
に
大
切
な
の
は
、ビ

ン
の
中
に
残
っ
て
い
る
内
容
物
や

汚
れ
を
き
れ
い
に
し
て
出
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
の
活
用
の
た

め
に
、
食
品
ビ
ン
の
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

浄
化
槽
を
正
し
く

　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
公
共
下
水
道
な
ど

に
代
わ
る
生
活
排
水
処
理
施
設

と
し
て
、
私
た
ち
に
快
適
な
生

活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
正
し
く
使
わ
れ

な
い
と
、
悪
臭
が
出
た
り
、
河

川
を
汚
す
原
因
の
ひ
と
つ
に
も

な
り
ま
す
。

　
設
置
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方

は
、

①
水
は
き
ち
ん
と
流
し
ま
し
ょ

う
。

②
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
（
社
）
広
島
県
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー（
☎
０
８
２

－

２
４
６

－

７
９
７
５
）
に
よ
る
年
１

回
の
法
定
検
査
（
水
質
に
関

す
る
検
査
）
を
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。（
検
査
手
数
料
は
、

有
料
で
す
。）

④
保
守
点
検（
清
掃
）業
者
と
委

託
契
約
を
結
び
浄
化
槽
の
維

持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
の
こ
と
で
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

備
北
地
域
事
務
所（
環
境
管
理
課
）

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
８
１

水
道
局
ク
リ
ー
ン
下
水
道
室

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

●雨量・水位等の情報提供

　広島県防災情報システム

　　パソコンから

　　http://www.bousai.pref.hiroshima.jp

　　携帯電話から

　　http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/ i 

　※下線部は通信業者によって変わります。

　　ＮＴＴドコモ、アステルなど→ｉ／ボーダ

　フォンなど→ j ／ａｕなど→ k

　国土交通省

電話での雨量情報は☎（0824）63-5209 でお聞
きください。

　　パソコンから　http://www.river.go.jp/

　　NTTドコモの携帯電話から

　　（i モード）http://i.river.go.jp/

●災害被害による支援制度

総務室生活安全グループ☎（0824）62-6116 FAX
（0824）63-2110 、広島県生活センター☎（082）
223-8811 、地域県民相談室☎（0824）62-5522 へ
お問い合わせください。

●り災証明書

総務室生活安全グループ☎（0824）62-6116 FAX
（0824）63-2110 または各支所総合調整グループ

へお問い合わせください。

災害対策は万全ですか？
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下
水
道
の
検
査
を

装
っ
た
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
下
水
道
の
検
査
を
装
い
、
宅

内
排
水
管
の
清
掃
を
勧
め
、
契

約
を
結
ば
せ
よ
う
と
す
る
業
者

が
三
次
市
内
の
家
を
訪
問
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

●
三
次
市
ク
リ
ー
ン
下
水
道
室

と
し
て
宅
地
内
の
配
管
の
検

査
・
清
掃
を
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

●
下
水
道
管
は
普
通
に
使
え

ば
、
詰
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
も
し
、
管
の
異
常
（
に
お

い
、
詰
ま
り
等
）
が
感
じ
ら
れ

た
ら
、
水
道
局
ク
リ
ー
ン
下
水

道
室
（
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
４
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
５
６
）
ま
た
は

宅
地
内
工
事
を
施
工
し
た
業
者

（
三
次
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
相
談
内
容
》

　「
格
安
で
排
水
管
の
洗
浄
を

し
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
業
者
が

訪
問
し
て
き
た
。
格
安
だ
と
思

い
頼
ん
だ
ら
「
高
圧
洗
浄
な
の

で
排
水
管
の
つ
な
ぎ
が
ゆ
る
む

こ
と
が
あ
る
」
と
言
っ
て
床
下

も
見
て
く
れ
た
。
す
る
と
「
湿

気
が
多
い
の
で
床
下
換
気
扇
を

つ
け
な
い
と
柱
が
腐
る
」
と
言

い
、
床
下
換
気
扇
を
い
つ
の
間

に
か
取
り
付
け
、
30
万
円
を
代

金
と
し
て
請
求
し
て
き
た
。

　
翌
日
、
請
求
が
高
額
す
ぎ
る

た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

葉
書
を
出
し
た
ら
、
業
者
が

や
っ
て
き
て
、「
工
事
が
終
了

し
て
い
る
か
ら
解
約
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
。」
と
脅
し
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
に
は
応
じ
て
く

れ
な
い
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で

す
か
。
　
　（
80
歳
代
　
女
性
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
こ
の
相
談
は
、「
訪
問
販
売
」

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
こ
の
相
談
者
の

よ
う
に
、
す
で
に
工
事
が
完
了

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
解
約

を
拒
否
さ
れ
て
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
っ
て
無
条

件
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
回
の
相
談
事
例
の
ほ
か
に
、

湿
気
を
取
る
た
め
の
除
湿
剤
を

買
わ
せ
た
り
、
耐
震
用
具
を
取

り
付
け
る
な
ど
手
口
は
様
々
で

す
。
ま
た
、
台
風
な
ど
の
災
害

の
あ
と
に
は
、
屋
根
の
点
検
や

雨
も
り
な
ど
を
口
実
に
訪
問
し

た
り
し
ま
す
。

　「
無
料
」「
格
安
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
、
つ
い
気
を
許
し
て
し

ま
い
、
知
ら
な
い
人
を
家
の
中

に
入
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
安
易
に
業
者
を
家
に

入
れ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。

　
市
役
所
で
は
、
商
品
、
契
約
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
の
９
時
〜
16
時

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
11
月
上
旬

か
ら
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
現
在
お
使
い

に
な
ら
れ
て
い
る
電
話
帳
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に

関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
紙
資
源

の
節
約
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
古
い
電
話
帳
に
つ

き
ま
し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
新

し
い
電
話
帳
に
再
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
配
達
当
日
に
ご
不
在
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
回
収
に
お

伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

左
記
へ
ご
用
命
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
発
行
し
て

い
る
電
話
帳
広
告
料
金
の
請
求
書

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ま
た
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
中
国
電
話
帳
株
式
会
社
の
名
称

が
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
」「
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
の
切
り

抜
き
を
貼
付
し
た
郵
便
局
・
銀
行

の
振
込
用
紙
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
発
行
し

て
い
る
電
話
帳
の
広
告
料
金
請
求

書
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

お
支
払
い
の
際
に
は
必
ず
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
少
し
で
も
不
審
に
思
っ

た
ら
、
左
記
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内容　人権擁護委員があなたの
人権に関する相談をお聞きし
ます。相談は無料で秘密は厳
守します。お気軽にご来場く
ださい。
問い合わせ先
広島法務局三次支局
☎（0824）62-5070（FAX兼用）

特設人権相談所の
開設について

古
電
話
帳
回
収
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

電
話
帳
広
告
料
金
請
求
書

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

開設場所

三次市君田支所 11月2日（火）

作木山村開発セ
ンター

11月11日（木）

布野生涯学習セ
ンター

11月17日（水）

開 設 日

※開設時間は10時～15時

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
？

広
島
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
相
談
フ
ァ
イ
ル

か
ら問

い
合
わ
せ
先

ひ
と
づ
く
り
推
進
室
 生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２
 Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

問
い
合
わ
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０

－

５
０
６

－

３
０
９
 Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０

－

８
１
７

－

５
４
８
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　自動車の燃料に使用される軽油には、軽油引

取税という税金がかかっています。

　軽油に灯油などを混ぜた不正軽油の販売や購

入は犯罪です。また、不正軽油の使用は悪質な

脱税行為でもあると同時に、ディーゼル車の排

気ガス中の有害物質を増加させるなど、環境汚

染の原因にもなっています。

　この不正軽油を追放・撲滅するため、県では

燃料の抜取調査や聞取り調査などを行って取締

りを強化しています。調査の際には、この趣旨

をご理解の上、ご協力をお願いします。

　また、市価と比較して著しく価格が安いなど、

不正軽油の疑いのある軽油の情報は随時『広島

県不正軽油１１０番』までお寄せください。

　専門家を招いて、イノシシの生態や効果的な

被害防止対策などについての研修会を開催しま

す。どうぞ、ご参加ください。

日時　10月25日（月）　13：30～15：30
場所　みよしまちづくりセンター
　　　（三次市十日市西六丁目10番45号）

内容　講　演
「イノシシの生態と被害対策」

講師　島根県中山間地域研究センター

　　　特別研究員　小寺祐二先生

参加費　無　料
問い合わせ先
ふるさと農林室農林振興グループ
☎（0824）62-6163 FAX（0824）64-0172

○土砂搬出や埋立等を行う場合は、届出や許可

が必要です。

500 ㎥以上の土砂の搬出

　→県知事への届出が必要です

2,000 ㎡以上の土砂埋立行為

　→県知事の許可が必要です。

○所有者の方が土砂埋立のため土地を提供する

場合に遵守していただくことがあります。

○詳しくは、県庁治山室（☎ 082-513-3706 
FAX082-223-3583）までお問い合わせください。

○条例に関する内容を、広島県ホームページで

もご覧いただけます。

http://www.pref.hiroshima.jp/nourin/chisan/

         dosha/index.html

　三次税務署では、正しく年末調整をしていた

だくために、次の日程で年末調整説明会を開催

します。

　事務担当者の方は、三次税務署から送付しま

した「年末調整関係書類」をご持参の上、ぜひ

ご出席ください。

　なお、ご不明な点は三次税務署法人課税部門

にお問い合わせください。

日時　11月9日（火）・10日（水）
　　　9：30～11：30・13：30～15：30

場所　みよしまちづくりセンター
　　　（三次市十日市西六丁目10番45号）

対象　本支店法人・個人事業主（青色・白色）・
官公庁

問い合わせ先
三次税務署　☎（0824）62-2724

　現在、日本下水道協会広島県支部に下水道排

水設備工事責任技術者として登録をしている方

のうち、有効期限が平成 17 年 3 月 31 日までの

方は、更新講習を受講してください。

　申請書は10月4日～10月15日までに、水道局

クリーン下水道室（三次町501番地）へ提出して

ください。

問い合わせ先
水道局クリーン下水道室
☎（0824）62-6107 FAX（0824）62-6356

不正軽油防止にご協力を
10月は「全国不正軽油撲滅強化月間」

◎広島県広島地域事務所税務局軽油調査課
　　　　フリーダイヤル　 ふせいはやめよう 110 番

　 0120 -288 - 110
FAX：082-223-0539
E-mail：hckeiyutyousa@pref.hiroshima.jp
http://www.pref.hiroshima.jp/soumu/zeimu/
　　   kenzei/siori.html

発見したらすぐ電話！
広島県不正軽油110番

広島県土砂の適正処理に関する
条例が平成16年9月25日に

施行されました。

鳥獣被害防止対策研修会

年末調整説明会

平成16年度下水道排水設備工事
責任技術者更新講習
および登録のご案内
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　毎年10月は、労働保険適用促進月間です。労

働保険は、労災保険と雇用保険の総称で、働く

人が労働災害や失業といった不測の事故に遭わ

れたとき必要な保険給付を行うなど、職場のみ

なさんが安心して働けるように作られた労働者

福祉の制度です。

　労働保険は、労働者を一人でも雇用している

事業主は、加入しなければなりません。まだ、

手続きをされていない事業主の方は、早急に手

続きをしてください。

問い合わせ先　

広島労働局総務部労働保険徴収課

☎（082）221-9246 FAX（082）221-2355
ホームページアドレス

http://www.hiroroudoukyoku.go.jp

　業種によっては産業別最低賃金が適用される

場合があります。

問い合わせ先　

広島労働局労働基準部賃金室

☎（082）221-9244 FAX（082）221-9252
三次労働基準監督署

☎（0824）62-2104 FAX（0824）62-2140

《建設事業主の皆様へ》

建設現場で働く方々の退職金は安全・確実・

有利な「建退共制度」をおすすめ

☆申込手続きは簡単です（加入時に経費はかか

りません）

☆経営事項審査で加点されます。

☆掛金は全額非課税で国が一部を補助します。

《建設現場で働く皆様へ》

　建退共の手帳を持っていますか？

☆事業主が変わっても退職金は通算して計算さ

れます。

☆加入者還元のための宿泊割引・レンタカー割

引等の提携サービス事業も行っております。

問い合わせ先　建退共広島県支部

☎（082）221-0138 FAX（082）221-7898
※建退共本部のホームページで退職金の試算が

できます。

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

　広島県北部地域の求人企業約40社を集め、就

職サポート面接会を開催します。

　当日は企業担当者と個別ブースでの面接形式

になりますので、「履歴書」を必要枚数持参く

ださい。

　また、各種相談コーナー（雇用・能力開発機

構による適性診断、ハローワーク職員による職

業相談）を設置していますのでご利用ください。

事前の申し込みは不要です。

日時　11月19日（金）　13：30～15：30

場所　みよしまちづくりセンター

対象　一般求職者

　　　（来春新規学校卒業予定者を除く）

問い合わせ先　ハローワーク三次

　☎（0824）62-8609 FAX（0824）62-1859

　広島県社会保険労務士会三次支部では社会保

険（年金、健康保険、労災保険、雇用保険など）、

労働問題（解雇、賃金、セクハラ、労働契約、労働

条件など）に関する無料相談会を開催します。

日時　10月17日（日）　13：00～16：00

場所　三次市福祉保健センター２階

　　　交流談話室

問い合わせ先　井上社会保険労務士事務所

　　☎（0824）62-0323（FAX兼用）

日時　10月16日（土）　10時～16時

場所　ＣＣプラザ 2階

問い合わせ先　平田税理士事務所

　☎（0824）66-1366 FAX（0824）66-2345

社長さん あなたの義務です
労　働　保　険

広島県最低賃金が
変わりました
時間額645円

（平成16年10月１日～）

北部地域就職サポート面接会

社会保険労務士無料相談会

独立行政法人勤労者退職金共
済機構建退共広島県支部から

三次中央ロータリークラブ
あれこれなんでも無料相談会

市役所のFAX番号（代表）が
変わります。

10月31日まで（0824）63-2110

11月1日から
（0824）62-6137
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広島北部地域職業訓練センター

訓練講座等ご案内

○定員になり次第、受付を締切ります。
○申し込み・問い合わせ先　☎（0824）62-8500（FAX 兼用）
○時間は変更になる場合があります。
○ホームページをご利用ください。http://www.nhvtc.ac.jp

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

Excel基礎 11/9～11/10
火・水

9：30～
16：30 20

　8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

Word実践
コース

11/12～12/10
火・金

18：30～
20：30 20

10,000円（テキスト代込）
12,000円（ 〃 ）

デジカメ画像処理
・はがき作成

11/16・11/17
2日間

9：30～
16：30 20

 8,000円（テキスト代込）
10,000円（ 〃 ）

農業簿記講座 11/1～12/3
月・水・金

13：30～
16：30 20 20,000円

要約筆記 11/16～12/21
火・木

18：30～
20：30 20  5,000円

監督者訓練第2科
（改善の仕方）

11/9・11/12
火・金

9：00～
17：00 15

14,000円（昼食費込）

経営者研修 30

弥生会計コース 18：30～
20：30 20

 9,000円（テキスト代込）
11,000円（ 〃 ）

11/22～12/16
月・木

機械保全技能士
養成講座

11/27・12/4
（12/11）土

9：00～
17：00 20

英会話講座
（短期） 15

17,000円（ 〃 ）

11/18・11/19
木・金

9：00～
17：00

10/1～3/25
金

18：30～
20：00

20,000円（昼食費込）

 7,000円（１ヶ月）

 7,000円（昼食費込）
 8,000円（ 〃 ）

　
広
島
県
景
観
会
議
で
は
、
ふ
る
さ
と
広

島
の
持
つ
優
れ
た
景
観
を
伝
え
る
た
め
、

景
観
づ
く
り
大
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
賞
に
は
、
地
域
の
優
れ
た
景
観
の
保
全

や
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
が
対

象
と
な
る
「
地
域
活
動
の
部
」
と
、
広
島

の
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
景
観
を
撮
影

し
た
方
を
対
象
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
景
観

写
真
の
部
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
受
賞
し
た
団
体
の
写
真
を
パ

ネ
ル
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間
・
場
所
　

　
10
月
９
日（
土
）〜
10
月
18
日（
火
）

　
　
サ
ン
グ
リ
ー
ン

　
10
月
20
日（
水
）〜
10
月
30
日（
土
）

　
　
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ

第
12
回
景
観
づ
く
り
大
賞
募
集

■
対
象
（
広
島
県
内
に
限
り
ま
す
）

地
域
活
動
の
部
…
地
域
の
優
れ
た
景
観

の
保
全
や
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
等

ふ
る
さ
と
景
観
写
真
の
部
…
広
島
の
知

ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
景
観
を
撮
影

し
た
人
（
写
真
で
応
募
で
き
ま
す
）

■
応
募
期
間
　
10
月
１
日（
金
）〜

　
平
成
17
年
１
月
15
日（
土
）

■
応
募
方
法
　
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
。応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
添
付
の
上
、
広
島
県
景
観
会
議

事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
・
応
募
要
領
の
詳
細
は
、
み

ら
い
都
市
室
（
東
館
３
階
）
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　この講座は、だれもが気軽に男女共同参画について学ぶ「ひ
ろしま女性大学」の基礎講座として行われます。
　企画運営は公募で集まられたボランティアスタッフのみな
さんで、身近な課題をテーマに取り上げ、楽しく学べるよう
工夫されています。
　お互いに支えあい、自分らしく生きるために、あなたも受
講してみませんか。

場　所　三次市生涯学習センター　２階視聴覚室
対　象　原則５回すべてに参加できる方（性別・年齢は問いません）
定　員　30人程度　　　受講料　3,000円
申込み　10月25日（月）までにひとづくり推進室へご連絡くださ
い。※託児を希望される方は、申込みの際にお伝えください。

◎時間はいずれも、13：30～16：30です
◎問い合わせ先　ひとづくり推進室ひとづくりグループ
　　　　　　　　☎（0824）64-2832（FAX兼用）

日　程 学 習 テ ー マ 講　師

第1回

11月6日（土）

開講式
聴いてうなずく研修隊
～男女共同参画社会ってどんな社会？～

礒田朋子
呉大学助教授

第2回

11月13日（土）

自分ふしぎ探検隊
～今の自分をみつめてみんさい～
私の自立度チェック！ 天野和昭

ひとり親家庭
サポーター第3回

11月27日（土）

知ってなっとく体験隊
～あいての身になってみんさい～
妊婦さん高齢者になってみる！

第4回

12月11日（土）

ふるさと発見隊
～海の向こうの声を聞いてみんさい～
パネルディスカッション

第5回

12月18日（土）

夢のじつげん協力隊
～やっぱりみよしが大好きじゃけぇ～
市長とわいわい談議

ひろしま女性大学
基礎講座 受講生募集 広 島 県

景観会議

景
観
づ
く
り
大
賞

パ
ネ
ル
展
開
催

男と女のもっとい
ひと ひと

い関係づくり講座

平川幸子
広島大学助教授

岡広小路
三次市長

　「
広
報
み
よ
し
」
９
月
号
の
20
ペ
ー

ジ
（
裏
表
紙
）
で
「
糸
井
大
塚
古
墳
」

を
前
方
後
円
墳
と
し
て
い
ま
す
が
、
一

般
的
に
は
『
帆
立
貝
形
古
墳
』
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
。

９
月
号
補
足
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●三次市文化会館（三次町）

　☎（0824）63-6335　FAX（0824）63-6337

２日（火）　広島県産業安全衛生大会
５日（金）　小林幸子全国縦断コンサート2004
８日（月）　Ｌ・Ｃ教養講座「孤独を乗り越える」
９日（火）　ＪＡ三次アンテナショップ生産者大会（第１部）
　　　　　ＪＡ三次西川峰子との集い（第２部）
13日（土）～14日（日）　第１回みよし文化祭「いけ花展」
18日（木）～21日（日）　第56回広島県美術展巡回展三次会場
23日（祝・火）　忠臣蔵サミット協賛
　　　　　　　「中村勘九郎、歌舞伎を語る。」
28日（日）　第27回三次地区チャリティーショー
●みよし運動公園（東酒屋町）

　☎（0824）62-1994　FAX（0824）64-0344

２日（火）　備北消防ポンプ操法競技大会
３日（祝・水）　第29回広島県民体育大会　少年サッカーの部
６日（土）　広島県専門学校対抗陸上競技大会
９日（火）　備北地区危険物安全協会　初期消火操法競技大会
９日（火）・16日（火）　三次市サッカー教室
13日（土）～14日（日）　中国地区（U-15）女子サッカートレセン
13日（土）～14日（日）　チューピーカップ少年サッカー大会北

支部予選
19日（金）　三次高校校内マラソン大会
21日（日）　三次地区少年サッカーリーグ
21日（日）　三次地区高校サッカー新人戦
27日（土）～28日（日）　中国地区中学３年サッカートレセン
27日（土）～28日（日）　三次地区中学校サッカーリーグ
●三次市営球場（西酒屋町）

　☎（0824）63-1237

７日（日）　高松宮賜杯第49回全日本軟式野球大会（１部・２
部）三次地区予選大会

14日（日）　三次市合併記念　第24回三次ヤングチャリティー
親善軟式野球大会

●県立みよし公園（四拾貫町）

　☎（0824）66-3366　FAX（0824）66-3370

３日（祝・水）　第６回県北バスケットボールリーグ戦
６日（土）　松江工業高等専門学校学校説明会
６日（土）　第14回広島県北部バスケットボールフェスティバル
７日（日）　第46回三次市小学生バレーボール交歓大会
11日（木）～15日（月）　農機展示会
13日（土）～14日（日）　平成16年度広島県高等学校バレーボー

ル新人選手権大会
16日（火）　三次市パークゴルフ協会月例コンペ
16日（火）　安全運転管理者等講習会
20日（土）・21日（日）　第14回広島県北部バスケットボール

フェスティバル
23日（祝・火）　三次地区剣道段位中央審査会
26日（金）　みよし公園パークゴルフ協会月例コンペ
26日（金）～27日（土）　バック・靴の展示会
27日（土）　人形劇団むすび座公演「西遊記－天竺への道」
28日（日）　第６回霧の都杯ソフトバレーボール大会
●広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）

　☎（0824）66-2881　FAX（0824）66-3106

～21日（日）　秋の展示会「ひろしまの考古学あれコレ」
６日（土）　展示説明会
13日（土）　開催記念　考古学フォーラム

主 な 行 事
11月

人口の動き 10月1日現在

人口総数
男
女

世帯総数

61,721人
29,322人
32,399人
23,644世帯

9月の気象
降 水 量
平均気温
最高気温
最低気温

275.0㎜
22.6℃
32.2℃
14.4℃

（15日）
（　1日）

《広島気象台 三次地方観測所資料による》

ハローワーク三次の求人・求職状況

月間有効求職者数
月間有効求人数
月間有効求人倍率

1,057人
1,070人
1.01倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609

（8月分）

警 報 日　交通死亡事故発生の可能性がもっとも高い日
11月4日（木）

注意報日　警報日に続いて注意を要する日
11月24日（水）・29日（月）

路線別注意報日　Ｒ54　11月10日（水）

県下一斉警報日　11月10日（水）

11月

10月11日は「減らそう犯罪の日」

　10月11日（月）～10月20日（水）までの10

日間「全国地域安全運動」が展開されます。

　住民参加による取り組みで、犯罪の減少

を図り、犯罪の起こりにくいまちをつくり

ましょう。

キリスト教の精神に基づく心の豊かさ、新
園舎・家庭的な雰囲気の中で、知育・徳育・
体育の調和をめざしています。

通園バス・給食・
6時 30 分まで延長保育あり。

平成17年度 新入園児募集
広　告

　　学校法人　広島信望愛学園

　　三次清心幼稚園
三次市十日市中二丁目1-43（三次駅前）

☎・FAX（0824）62-3505



編
集
後
記

発行／三次市　編集／市長公室秘書広報担当　〒728-8501 三次市十日市中二丁目8番1号 ☎（0824）62-6103 FAX（0824）62-6223
三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/
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広
報
を
担
当
し
て
い
る
と

様
々
な
分
野
の
方
に
お
会
い
で

き
、
刺
激
を
受
け
ま
す
。

　
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

の
設
計
を
手
が
け
ら
れ
た
建
築

家
柳
澤
孝
彦
氏
は
、
新
国
立
劇

場
の
国
際
設
計
競
技
で
の
最
優

秀
賞
を
は
じ
め
数
々
の
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
起
工
式

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
建

築
は
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
も
、

市
民
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
で
三
次

が
元
気
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
縁

の
下
で
し
っ
か
り
汗
を
か
か
な

け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。
浜

　
君
田
町
の
県
立
自
然
公
園
神
之
瀬
峡
に
あ
る
「
鳴
ヶ
滝
」
は
、高
さ
約
９
メ
ー
ト
ル
で
、

な
る

垂
直
に
立
つ
滝
で
す
。
車
を
降
り
て
、
足
が
す
く
む
よ
う
な
狭
く
急
峻
な
遊
歩
道
を
進
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
君
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
応
募
が
あ
る
魅
力
的
な
滝
で
す
。

　
遊
歩
道
か
ら
見
下
ろ
し
て
も
良
し
、
滝
つ
ぼ
の
ほ
と
り
で
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
仰
ぎ

見
て
も
良
し
。
こ
の
秋
に
は
神
之
瀬
峡
の
紅
葉
と
あ
わ
せ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
　君田支所地域振興グループ
　☎（0824）53-2113
　FAX（0824）53-2961

　
国
道
１
８
４
号
線
か
ら
県
道

28
号
線
を
馬
洗
川
沿
い
に
進
む

と
、
一
面
を
赤
く
染
め
る
よ
う

に
彼
岸
花
が
鮮
や
か
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。
毎
年
秋
の
彼
岸
ご

ろ
に
見
ご
ろ
と
な
り
、
カ
メ
ラ

マ
ン
な
ど
全
国
各
地
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。
地
元
の
辻

地
区
で
は
「
彼
岸
花
の
里
」
と

名
付
け
て
、
草
刈
な
ど
の
手
入

れ
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
月
の
表
紙

彼
岸
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【
吉
舎
町
】

第15回きみた写真コンテスト
自然あふれる君田町を

１枚の写真で表現してみませんか？
1 人 2 点まで。入賞者には賞金・賞
状盾・記念品を贈呈し、森の泉などで
展示。
締切　平成17年2月21日（必着）

　　　　※応募票が必要
問い合わせ先
〒728-0401 君田町東入君635-1 
君田町観光協会
☎（0824）53-2039
FAX（0824）53-2971



　　　　君田支所
　　　　布野支所
　　　　作木支所
　　　　吉舎支所
　　　　三良坂支所
　　　　三和支所
　　　　甲奴支所
市立三次中央病院

〒728-0401　君田町東入君644番地1
〒728-0201　布野町上布野1196番地1
〒728-0124　作木町下作木674番地
〒729-4295　吉舎町吉舎368番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2100番地
〒729-6615　三和町上板木38番地4
〒729-4102　甲奴町西野40番地
〒728-0023　東酒屋町531番地

53-2111
54-2111
55-2111
43-3111
44-3111
52-3111
67-2121
65-0101

53-2961
54-2429
55-3678
43-3062
44-3675
52-2787
67-3126
65-0150

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

市役所・救急・消防など

※11月1日から市役所のFAX番号（代表）が変わります。

三次市公共施設等の連絡先

三次市役所（代表）
〒728-8501　十日市中二丁目8番1号 62-6111

10月31日まで
63-2110
11月1日から

62-6137

《市役所・支所》

広島県北情報センター組合
三次市社会福祉協議会
甲双衛生組合

〒728-0023　東酒屋町456番地2
〒728-0013　十日市東三丁目14番1号
〒729-4105　甲奴町梶田1582番地1

62-6711
63-8975
67-3124

62-6811
62-6827
☎・FAX兼用

《市関連施設》

《警　　　察》

三次警察署 〒728-0012　十日市中二丁目6番6号 64-0110 64-0116

《消防・救急》

備北地区消防広域行政組合・消防本部
　※災害情報案内

〒728-0012　十日市中三丁目1番21号 63-1191
62-5119

63-3446

市役所の電子メールアドレスはホームページに掲載しています。【アドレス】http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
（トップページの「市の業務と政策」をクリックしてください。）

《平成16年10月1日現在》

注）＊印は甲奴町です。甲奴町以外の方が電話を掛ける時は番号のまえに（0847）を、甲奴町の
方が他の地域へ掛ける時は番号の前に（0824）をダイヤルしてお掛けください。

各部署のメールアドレスは三次市の
ホームページをご覧ください。

＊

＊

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

福祉保健関連施設

三次市福祉保健センター（福祉事務所）
君田保健センター
布野保健福祉センター
作木福祉保健センター
作木老人福祉センター「せせらぎの里」
吉舎保健センター
吉舎老人福祉センター
みらさか福祉センター
みわ保健センター
みわ総合福祉センター
甲奴在宅サービスステーション
甲奴老人福祉センター

〒728-0013　十日市東三丁目14番1号
〒728-0401　君田町東入君718番地6
〒728-0201　布野町上布野1093番地1
〒728-0124　作木町下作木1503番地
〒728-0124　作木町下作木1503番地
〒729-4211　吉舎町吉舎723番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎718番地1
〒729-4304　三良坂町三良坂737番地1
〒729-6702　三和町敷名1456番地5
〒729-6702　三和町敷名1460番地2
〒729-4101　甲奴町本郷1707番地1
〒729-4102　甲奴町西野593番地

62-6357
53-2495
54-2880
55-3070
55-2119
43-4556
43-3301
44-2182
52-7120
52-2207
67-2519
67-2075

62-6285
53-7002
54-2883
－

55-7002
☎・FAX兼用
43-7005
44-7005
52-7121
52-7009
67-3507
67-2195

＊
＊

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

みよしまちづくりセンター
青少年女性センター
三次市文化会館
君田文化センター

〒728-0011　十日市西六丁目10番45号
〒728-0013　十日市東三丁目14番2号
〒728-0021　三次町1691番地4
〒728-0401　君田町東入君378番地

64-0091
64-2832
63-6335
53-2759

64-0067
☎・FAX兼用
63-6337
－

文化・スポーツ・レクリエーション施設など



文化センターさくぎ
作木上地区自治交流センター
作木下地区自治交流センター
三良坂ふるさとセンター
岡田ふれあいセンター
みわ文化センター
三和山村開発センター
ジミー・カーターシビックセンター
生涯学習センター（教育委員会）
君田生涯学習センター
布野生涯学習センター
吉舎生涯学習センター
青河公民館
粟屋公民館
神杉公民館
川地公民館
川西公民館
河内公民館
酒屋公民館
田幸公民館
十日市公民館
三次公民館
八次公民館
和田公民館
君田公民館
吉舎公民館
安田公民館
中四字公民館
敷地公民館
八幡公民館
三良坂公民館
灰塚公民館
仁賀公民館
上山公民館
敷名公民館
板木公民館
下板木公民館
上川公民館
小童公民館
宇賀公民館
甲奴公民館
市立図書館
君田図書館（君田公民館内）
布野図書館（布野生涯学習センター内）
作木図書館（文化センターさくぎ内）
吉舎図書館（吉舎生涯学習センター内）
三良坂図書館（三良坂公民館内）
三和図書館（みわ文化センター内）
甲奴図書館（ジミー・カーターシビックセンター内）
県立みよし風土記の丘
市立歴史民俗資料館
吉舎歴史民俗資料館
三次市きのこ館（予約先）
美術館あーとあい・きさ
ロードサイドミュージアム「Xa104」
みらさか竹工房「はなかご」
三良坂平和美術館・平和公園
山代巴記念室（三良坂公民館内）

〒728-0124　作木町下作木905番地2
〒728-0131　作木町香淀256番地1
〒728-0115　作木町大津140番地1
〒729-4304　三良坂町三良坂737番地1
〒729-4306　三良坂町岡田128番地
〒729-6615　三和町上板木504番地
〒729-6615　三和町上板木592番地
〒729-4101　甲奴町本郷940番地
〒728-0013　十日市東三丁目14番25号
〒728-0401　君田町東入君664番地8
〒728-0201　布野町上布野1196番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎718番地1
〒728-0024　青河町580番地
〒728-0025　粟屋町2320番地1
〒729-6214　高杉町1690番地
〒729-6331　下志和地町663番地8
〒728-0621　三若町2551番地1
〒728-0007　小文町182番地1
〒728-0022　西酒屋町281番地3
〒729-6211　大田幸町342番地5
〒728-0012　十日市中四丁目6番28号
〒728-0021　三次町1838番地3
〒728-0006　畠敷町1722番地1
〒729-6202　向江田町3358番地1
〒728-0401　君田町東入君635番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎552番地1
〒729-4203　吉舎町安田1721番地
〒729-4204　吉舎町三玉625番地
〒729-4207　吉舎町敷地1807番地
〒729-4222　吉舎町丸田256番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2825番地
〒729-4303　三良坂町灰塚37番地9
〒729-4302　三良坂町仁賀1051番地1
〒729-6701　三和町上壱2109番地
〒729-6702　三和町敷名4547番地1
〒729-6614　三和町羽出庭1179番地6
〒729-6614　三和町羽出庭1番地1
〒729-4112　甲奴町抜湯37番地
〒729-4103　甲奴町小童3029番地2
〒729-4104　甲奴町宇賀1217番地1
〒729-4102　甲奴町西野74番地
〒728-0013　十日市東三丁目14番1号
〒728-0401　君田町東入君635番地1
〒728-0201　布野町上布野1196番地1
〒728-0124　作木町下作木905番地2
〒729-4211　吉舎町吉舎718番地1
〒729-4304　三良坂町三良坂2825番地
〒729-6615　三和町上板木504番地
〒729-4101　甲奴町本郷940番地
〒729-6216　小田幸町122番地
〒728-0021　三次町1236番地
〒729-4211　吉舎町吉舎545番地1
〒729-6702　三和町敷名1347番地1（所在地）
〒729-4211　吉舎町吉舎546番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎349番地2
〒729-4306　三良坂町岡田71番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2825番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2825番地

55-2115
55-2570
55-2301
44-2187
44-2094
52-3739
52-3113
67-3535
64-1088
53-2111
54-2119
43-7272
67-3701
63-6500
66-1323
67-3757
69-2526
63-7644
63-1850
66-1162
62-3662
62-3612
63-7604
66-1050
53-7050
43-4571
43-2827
43-2378
43-2377
43-2566
44-2749
44-2237
44-2716
52-2916
52-2917
52-2915
52-2912
67-2653
67-3304
67-3032
67-2201
62-2639
53-7050
54-2119
55-2115
43-3444
44-2749
52-3739
67-3532
66-2881
64-3517
43-2231
52-3115
43-2231
43-3122
44-7071
44-3214
44-2749

55-7010

☎・FAX兼用

－
－

52-3740
－

67-3538
64-1090
53-2961
54-2429

☎・FAX兼用

63-1861

☎・FAX兼用

44-2745
44-3225
－
－

52-2972
52-2980
52-2913

☎・FAX兼用

63-2861
☎・FAX兼用
54-2429
55-7010
43-7272
44-2745
52-3740
67-3538
66-3106

☎・FAX兼用

52-2787

☎・FAX兼用

44-2745

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

＊

＊

H16.10.1 現在

＊
＊
＊

＊



名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

保　　育　　所

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

学　　　　　校

県立みよし公園
みよし運動公園

三次市営球場（予約先）

君田グラウンド（予約先）
君田テニスコート（予約先）
布野運動公園（予約先）
吉舎農山村広場（予約先）
三良坂運動公園グラウンド（予約先）
三和総合運動公園（予約先）
三和農業者トレーニングセンター（予約先）

カーター記念球場（予約先）

江の川カヌー公園さくぎ
吉舎Ｂ＆Ｇ海洋センター

〒728-0016　四拾貫町神田谷
〒728-0023　東酒屋町敦盛493番地

〒728-0022　西酒屋町1262番地5（所在地）

〒728-0401　君田町東入君371番地（所在地）
〒728-0401　君田町東入君425番地2（所在地）
〒728-0201　布野町上布野1093番地1（所在地）
〒729-4207　吉舎町敷地1920番地（所在地）
〒729-4304　三良坂町三良坂56番地16（所在地）
〒729-6702　三和町敷名1347番地（所在地）
〒729-6615　三和町上板木55番地（所在地）

〒729-4101　甲奴町本郷861番地（所在地）

〒728-0131　作木町香淀116番地
〒729-4204　吉舎町三玉522番地1

66-3366
62-1994
64-1527
63-1237
53-2113
53-2113
54-2113
43-3113
44-4512
52-3115
52-3115
67-3535
67-2123
55-7050
43-4373

66-3370
64-0344

－

53-2961
53-2961
54-2429
43-3062
44-3675
52-2787
52-2787
67-3538
67-3126
55-7051
☎・FAX兼用

愛光保育所
十日市保育所
東光保育所
川地保育所
和田保育所
田幸保育所
神杉保育所
河内保育所
粟屋保育所
川西保育所
酒屋保育所
君田保育所
布野保育所
さくぎ保育所
吉舎保育所
安田保育所
八幡保育所
敷地保育所
三良坂保育所
仁賀保育所
灰塚保育所
田利保育所
みわ保育所
こうぬ保育所
みゆき保育園
子どもの館保育園
子どもの城保育園

〒728-0021　三次町1681番地
〒728-0012　十日市中四丁目8番1号
〒728-0016　四拾貫町12番地1
〒729-6332　上志和地町1078番地1
〒729-6202　向江田町3362番地7
〒729-6211　大田幸町1532番地2
〒729-6214　高杉町81番地2
〒728-0007　小文町219番地
〒728-0025　粟屋町1456番地1
〒728-0621　三若町1513番地
〒728-0022　西酒屋町24番地2
〒728-0402　君田町西入君78番地1
〒728-0202　布野町下布野1257番地2
〒728-0124　作木町下作木721番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎112番地
〒729-4203　吉舎町安田3377番地1
〒729-4226　吉舎町吉舎川之内297番地1
〒729-4207　吉舎町敷地2237番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2825番地
〒729-4302　三良坂町仁賀1356番地
〒729-4303　三良坂町灰塚8番地3
〒729-4308　三良坂町田利337番地
〒729-6702　三和町敷名1460番地9
〒729-4101　甲奴町本郷1627番地1
〒728-0006　畠敷町1868番地2
〒728-0017　南畑敷町349番地7
〒728-0012　十日市中二丁目9番24号

62-2590
62-3038
63-7838
68-2731
66-2091
66-1969
66-1324
63-0361
62-0170
69-2006
63-7505
53-2085
54-2612
55-2058
43-2522
43-2348
43-3341
43-3074
44-2231
44-2748
44-2049
44-3216
52-2009
67-5252
62-1388
63-2300
65-1112

62-2594
62-6038
63-7868

☎・FAX兼用

55-2158
43-2598

☎・FAX兼用

62-1390
63-2302
65-1115

三
　
次
　
市
　
立

私
　
立

小
　
　
学
　
　
校

河内小学校
三次小学校
三次西小学校
粟屋小学校
粟屋西小学校
十日市小学校
八次小学校
酒河小学校 

〒728-0007　小文町173番地
〒728-0021　三次町1851番地
〒728-0026　日下町143番地1
〒728-0025　粟屋町2349番地
〒728-0025　粟屋町949番地2
〒728-0012　十日市中四丁目9番1号
〒728-0006　畠敷町1717番地
〒728-0022　西酒屋町804番地

62-2488
62-2201
62-2780
62-2794
62-2776
62-2217
62-2480
62-2485

☎・FAX兼用
62-0960
62-5032
64-7703
☎・FAX兼用
63-1921
62-0961
64-8231

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

＊

＊

＊



青河小学校
神杉小学校
田幸小学校
和田小学校
川地小学校
志和地小学校
川西小学校
甲奴小学校
小童小学校
宇賀小学校
君田小学校
布野小学校
横谷小学校
作木小学校
吉舎小学校
安田小学校
八幡小学校
八幡小学校徳市分校
三良坂小学校
灰塚小学校
仁賀小学校
三和小学校
三次中学校
十日市中学校
塩町中学校
川地中学校
八次中学校
甲奴中学校
君田中学校
布野中学校
作木中学校
吉舎中学校
三良坂中学校
三和中学校
三次高等学校
三次青陵高等学校
日彰館高等学校

〒728-0024　青河町580番地1
〒729-6214　高杉町1684番地1
〒729-6211　大田幸町1600番地
〒729-6202　向江田町728番地
〒729-6333　下川立町503番地1
〒729-6331　下志和地町1371番地
〒728-0621　三若町2652番地
〒729-4105　甲奴町梶田5番地
〒729-4103　甲奴町小童3104番地
〒729-4104　甲奴町宇賀1211番地
〒728-0401　君田町東入君362番地
〒728-0201　布野町上布野1402番地1
〒728-0211　布野町横谷774番地1
〒728-0124　作木町下作木905番地
〒729-4204　吉舎町三玉444番地
〒729-4203　吉舎町安田1742番地
〒729-4222　吉舎町丸田224番地
〒729-4225　吉舎町徳市2527番地1
〒729-4304　三良坂町三良坂1992番地
〒729-4303　三良坂町灰塚60番地1
〒729-4302　三良坂町仁賀1373番地2
〒729-6702　三和町敷名1496番地
〒728-0021　三次町1731番地
〒728-0012　十日市中四丁目2番2号
〒729-6211　大田幸町541番地
〒729-6333　下川立町475番地8
〒728-0006　畠敷町1860番地
〒729-4105　甲奴町梶田38番地
〒728-0401　君田町東入君378番地
〒728-0201　布野町上布野1895番地1
〒728-0124　作木町下作木739番地1
〒729-4211　吉舎町吉舎783番地
〒729-4304　三良坂町三良坂2772番地
〒729-6615　三和町上板木55番地
〒728-0017　南畑敷町155番地
〒729-6211　大田幸町656番地
〒729-4211　吉舎町吉舎293番地2

68-2349
66-1163
66-1160
66-1026
68-2833
68-2021
69-2004
67-2100
67-2004
67-2203
53-2128
54-2007
54-2201
55-2031
43-2580
43-2301
43-2026
43-3524
44-2044
44-3218
44-2042
52-3158
62-2896
62-2856
66-1008
68-2015
62-5770
67-2200
53-2008
54-2020
55-2106
43-2115
44-2018
52-3131
63-4104
66-1212
43-3135

☎・FAX兼用
65-3118
☎・FAX兼用
65-3108
67-3744
65-4031
65-5018
67-2261
67-2254
67-2243
53-2338
54-2070
54-2870
55-2035
43-2049
☎・FAX兼用
43-2090
☎・FAX兼用
44-3734

☎・FAX兼用

52-3159
63-1417
63-8155
65-3102
65-4032
62-5769
67-2293
53-2175
54-7030
55-2107
43-2160
44-3646
52-3132
62-0353
66-1214
43-3779

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

学　　　　　校

小
　
　
学
　
　
校

中
　
　
学
　
　
校

高
等
学
校

名　　　称 住　　　所 電話番号 FAX番号

そ　　の　　他

《国の機関》

三次税務署
広島法務局三次支所
三次社会保険事務所
ハローワーク三次

〒728-0013　十日市東一丁目13番5号
〒728-0021　三次町1074番地
〒728-0013　十日市東三丁目16番8号
〒728-0013　十日市東三丁目4番6号

62-2721
62-2504
62-1441
62-8609

－
62-5070
62-1342
62-1859

《県の機関》

広島県備北地域事務所 〒728-0013　十日市東四丁目6番1号 63-5181 63-3447

《そ の 他》

三次商工会議所
ＪＡ三次
三次地方森林組合
（株）三次ケーブルビジョン
（社）三次市シルバー人材センター

〒728-0021　三次町1843番地1
〒728-0013　十日市東三丁目1番1号
〒728-0023　東酒屋町1180番地2
〒728-0012　十日市中二丁目8番1号（三次市役所内）
〒728-0016　四拾貫町154番地1

62-3125
63-6111
64-0123
65-2211
62-7800

63-5200
62-6733
63-7151
65-0066
62-7036

＊
＊
＊

＊

H16.10.1 現在


